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ং

　ຊ書は、山口市鋳銭司地಺に所在する東禅寺・黒山遺跡の発掘調査の成ՌをまとΊたものです。͜

の調査は、南ए઒ྲྀ域࣏水ରࡦՏ઒޻事に൐い、山口県防府土木建ங事຿所からҕୗをडけて、公益

財団法人山口県ひとづくり財団が࣮ࢪしました。

  調査の݁Ռ、平҆時代からࣨ町時代にかけての集落跡が֬ೝされ、隣接する周防鋳銭司との関࿈や

鋳銭司地۠における人ʑのあΏΈを஌るうえで、重要な成Ռを収Ίる͜とができました。  

　ຊ書が文化財อޢにରするཧղをਂΊ、ڭҭならͼにֶज़ڀݚやڷ土࢙ཧղの資料として޿く׆༻

される͜とを期଴するものであります。

いたͩいた関係ྗڠ͝・成にあたり、͝指ಋ࡞報告書の・ࢪになりましたが、当発掘調査の࣮ޙ࠷  

֤Ґにରし、ްくおྱਃし্͛ます。

　　平成25年３月

                                                   　　 公益財団法人　山口県ひとづくり財団                                                              

ཧ事௕　　দ　Ӭ　ః　ত



ྫɹݴ

１　ຊ書は平成24年౓に࣮ࢪした、東禅寺・黒山遺跡（山口県山口市鋳銭司地಺）の発掘調査報告書  

である。

２　調査は公益財団法人山口県ひとづくり財団が山口県防府土木建ங事຿所のҕୗをडけて࣮ࢪした。

（۠޻事に൐う調査業຿ҕୗ　第１޻約名ɿ南ए઒　୯ಠՏ઒վमܖ） 　 

３　調査૊৫は次のとおりである。

　　　調査主ମ　公益財団法人山口県ひとづくり財団　山口県埋蔵文化財センター

　　　調査୲当　主೚調査ڀݚһ　　小　南　裕　一

　　　　　　　　文 化 財 ઐ ໳ һ　　高　木　英　明

　　　　　　　　文 化 財 ઐ ໳ һ　　水　津　亜希子

　　　　　　　　調　　査　　һ　　大　重　優　花

̐　調査にあたっては、山口県ڭҭҕһ会、山口市ڭҭҕһ会、山口県防府土木建ங事຿所ならͼに

地ݩ関係֤Ґからྗڠ・ԉॿを得た。

̑　ຊ書のਤ１は、ࠃ土地ཧӃ発行の２ສ̑ઍ෼の１地ܗਤʮ小܊ʯʮ୆ಓʯをෳ製࢖༻した。ਤ２

は山口県防府土木建ங事຿所ఏڙの地ਤをݩに࡞成した。

６　ຊ書で࢖༻したํҐは、ࠃ土࠲ඪ（世քଌ地ܥ）の北でࣔし、掘立柱建物跡以֎の個別遺構に関

しては磁北でࣔしている。また、ඪ高はւൈ高౓（̼）である。

７　ຊ書で࢖༻した土色の色調のද記は、೶ྛ水࢈ল೶ྛ水ٕ࢈ज़会ٞ事຿ہ（؂म）h ৽൛ඪ४土

色஽ʱ.VOTFMMํ式にΑる。

̔　ਤ൛中の遺構・遺物番号は、࣮ଌਤの遺構・遺物番号とରԠする。

̕　ຊ書で࢖༻した遺構ུ号は、次のとおりである。

　　　̨̗ɿ掘立柱建物　　　̨̖ɿྻࡤ　　　̨̙ɿ溝状遺構　　　̨̠ɿ土坑　

　　　̨̩ɿ墓　　　　　　　̨̚ɿ井戸　　　̨̥ɿ柱穴　　　　　̨̭ɿ性֨ෆ明遺構

10　出土遺物࣮ଌਤにͭいて、அ面黒ృは須恵器をදす。また、ೱい໢ֻけは黒色土器、ബい໢ֻけ

は緑釉陶器をදす。

11　出土銭の成෼෼ੳにͭいては、財団法人ڵݩ寺文化財ڀݚ所にґཔし、その成Ռを෇編としてܝ

。したࡌ

12　報告書࡞成のաఔで、磁器のؑ定にͭいては্ాल෉ࢯ（山口県立ഡඒज़ؗ・Ӝ্記೦ؗ）・ಙ

ཹ大ีࢯ（ಉ）、出土銭のؑ定にͭいてはᓎ木৾一ࢯ（Լ関市立大ֶ）、๽書土器の൑ಡにͭいては

٢積ٱ年ࢯ（山口県文書ؗ）に͝ྗڠ͝・ࣔڭをࣀった。

13　ຊ書の࡞成・ࣥචは、小南・高木・水津・大重がڞಉで行い、編集は小南が行った。
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ਤ̍ɹҨ੻ͷҐஔͱपลͷҨ੻

ᶗɹҨ੻ͷҐஔͱڥ؀

　東禅寺・黒山遺跡は、山口市鋳銭司地۠に所在する古代から中世にかけての集落跡である。鋳銭司

地۠は、山口市の中心෦から南΁約11ᶳ、٢南平໺の北東෦にҐ置する。ํࡾを山にғまれ、北から

東はඪ高300～400̼の山口山地、南はඪ高200～300̼のळึ山地が࿈なっている。ຊ遺跡は山口山地

の黒Տ಺山山࿢にܗ成されたஈٰ面্にҐ置しており、෇ۙ一ଳの地質は ・࠭᛽・೪土からなっている。

鋳銭司地۠のඪ高は７～12̼であり、古代・中世におけるւ؛ઢがඪ高６～７̼であったとਪ定され

る͜と、ಉ地۠の南西෦にはۙ世以߱にできたׯ୓地が޿がっている͜と、ւۙ؛くにੜҭする২物

遺ମがաڈの調査で出土している͜となͲから、ຊ遺跡からۙいҐ置にւ؛ઢがあったと考えられる。

池が多くΈられるのが、͜の地域޻ᕱ༻の人׿、は੉戸಺式で、年間を通じてԹஆগӍでありީؾ　

の特色でもある。その中で࠷大のものは、ຊ遺跡の東ଆにある҆ܚ （̐1651）年ஙఅの௕୔池であり、

周ғは4�2ᶳにٴͿ。また、ຊ遺跡の西ଆには金ໟ઒がྲྀれ、南ए઒に߹ྲྀしている。͜の઒は大Ӎ

の౓に൙ཞし、周ล地域一ଳにඃ֐をٴ΅してきた。

　ຊ遺跡のྺ࢙తڥ؀を考࡯するࡍ、山ཅಓ（山ཅ大࿏）と２ͭのࠃ指定࢙跡、陶༼跡と周防鋳銭司跡

にͭいて記すඞ要があろう。

　古代の官ಓの中で࠷重要࿏ઢであった山ཅಓは、ຊ遺跡の南ଆにあるݱ在のࠃಓ２号ઢあたりを

㸯㸬東⚙ᑎ࣭㯮ᒣ遺㊧　２ɽ東禅寺・黒山遺跡（Ԭ্ϊ原・ޙ子҇地۠）　３ɽ東禅寺・黒山遺跡（東大ԁ・্ಙా地۠）
̐ɽ東禅寺・黒山遺跡（Տ原地۠）　̑ɽ周防鋳銭司跡　６ɽ্北ా遺跡　７ɽീέ௶遺跡　̔ɽࠜࢳ遺跡
̕ɽԼࠜࢳ遺跡　10ɽ༑ྠ༼跡　11ɽ鋳銭๥遺跡　12ɽ্ׁ遺跡　13ɽҴ෋༼跡　14ɽस木遺跡　15ɽҏද山遺跡
16ɽۅϲཋ・ඌ口山遺跡　17ɽ࿨西遺跡　18ɽ௷（ұ）༼遺跡　19ɽ໻市原遺跡　20ɽఱਆ原遺跡　21ɽՏ原遺跡
22ɽ௕୔池遺跡　23ɽಓϊ্遺跡　24ɽ༅Տ಺遺跡　25ɽ今॓東遺跡　26ɽ今॓西遺跡　27ɽ鋳銭司大ࡀ遺跡　28�্௰遺跡

ʖ 1 ʖ



通っていたと考えられている。当時の鋳銭司地۠はീ
や

ઍ
ち

͹れ、山ཅಓの॓Ӻとしてӫえたަ通ݺとڷ

の要িであった。また、中世には、大಺ࢯの৓Լ町山口とその֎ߓळึӜを݁Ϳळึ֗ಓが、ຊ遺跡

の南ଆ、࢛௰で山ཅಓとަࠩしていた。それނ、࢛௰周ลは、大มなに͗ΘいをΈせていたといΘれ

ている。

　陶༼跡は、ಸྑ時代から平҆時代にかけての須恵器の༼跡である。鋳銭司地۠に西隣する陶地۠޲

ాにͭくられたもので、ٰྕの南ࣼ面（ඪ高約80̼）に൒地Լ式の構଄が΄΅׬શに࢒っている。50基

以্の༼跡がଘ在すると考えられており、ੜ࢈された須恵器は周防鋳銭司なͲにڅڙされていたとΈ

られる。͜ の地で༼業が発లした要因として、ྑ 質な陶土の࢈出地で೩料となる৿ྛ資ݯも๛෋であっ

た͜と、水཮のަ通のศに恵まれ༼業にదした南޲きのࣼ面が得やすい地ܗであった͜となͲが͛ڍ

られる。

　金ໟ઒をڬんでຊ遺跡のର؛にある周防鋳銭司跡は、ఱ௕２年（825）に։設された平҆時代の官営

鋳銭所の遺跡である。཯令੍の่յに൐ってऴᖼをܴえる11世紀ॳ頭までの約200年間にΘたってଘ

ଓした。̕世紀中ࠒ以߱は、Θがࠃ།一の官営の鋳銭司としてߖேेೋ銭のうͪ̔種を鋳଄しており、

ʮ鋳銭๥（いさん΅う）ʯ、ʮ銭ݿ（せん͜）ʯなͲ鋳銭関係の地名がݱ在も࢒っている。౎からԕִの地

であったにもかかΘらͣ、周防鋳銭司が͜の৔所に設置されたのは、中ԝ੓府の௚׋であった周防ࠃ

府の֎ԑ地域にあり、水཮のަ通のศ、鋳銭のաఔで࢖༻する೪土や਋୸ٴͼ原料となる銅߭のೖख

౳、鋳銭にඞ要な基൫が੔っていたからに΄かならない。

　ຊ遺跡における人間׆ಈのࠟ跡は、ݱ在までのと͜ろ、縄文時代までさかの΅る͜とができる。平

成22年౓の調査で㧎状ࣖ০が出土しており、縄文時代の前൒期から人ʑの׆ಈの৔であった͜とがΘ

かっている。いっΆう、໻ੜ時代からಸྑ時代にかけての׆ಈࠟ跡はۃΊてগなく、平成22年౓の調

査で発ݟされた古෿時代の土師器ᙈ１఺のΈである。

　平҆時代以߱の遺物や遺構の検出数は大ม多く、人ʑのੜࠟ׆跡が色ೱく࢒っている。また、周防

鋳銭司の։設ޙに集落がܗ成され、銅銭、Ӌ口、緑釉陶器、ᆁᆗ、銅ᕥなͲが出土している͜とから、

鋳銭司にかかΘりのある人ʑがੜ׆していたと考えられる。いっΆう、土਴も多数出土しており、ړ

業׆ಈもੜ׆の一෦として行ΘれていたとΈられる。ח૔・ࣨ町時代になると、集落は西ଆから東ଆ

΁、௿地から高地΁とҠಈした͜とが明らかになっている。そのޙ、࣏水事業のਐలにΑるߞ地֦大

に൐い、遺跡一ଳはݱ在のΑうな水ా地ଳになったと考えられる。
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ਤ̎ɹ調査区ઃఆਤɹ

ᶘɹ調査ͷܦҢͱ֓ཁ

　東禅寺・黒山遺跡がҐ置する山口市鋳銭司地۠は、北から金ໟ઒、東から高ڮ઒がྲྀれてきて南ए

઒に߹ྲྀする地఺にあり、ඪ高が７～12̼と௿いたΊ、౓ʑ大ӍにΑる水֐にݟ෣Θれてきた。そ͜

で山口県は、͜の地域に調੔池を建設する޻事をܭըし、͜れに൐って平成７年౓から平成11年౓ま

での̑年間、当֘地۠の埋蔵文化財発掘調査が࣮ࢪされてきた。そのޙ、ॾൠの事৘にΑり、޻事ܭ

ըの࣮ࢪが延ͼたたΊ、調査も一次中அしていたが、平成22年౓には調査が࠶։され、その成Ռはʰ東

禅寺・黒山遺跡ᶜ （ɦ山口県埋蔵文化財センター調査報告第77集）としてץ行されている。

　͜うした状گԼ、平成23年౓に山口県防府土木建ங事຿所と山口県ڭҭҕһ会がٞڠし、南ए઒ྲྀ

域࣏水ରࡦՏ઒޻事にઌ立ͭ埋蔵文化財発掘調査（東禅寺・黒山遺跡）を࣮ࢪする͜ととなり、山口県

防府土木建ங事຿所からのҕୗをडけた公益財団法人山口県ひとづくり財団・山口県埋蔵文化財セン

ターが平成24年౓に調査を行う͜ととなった。

  平成24年̐月２日෇けで調査のҕୗܖ約がక݁され、以ޙ、発掘調査のたΊの事前४උをਐΊていっ

た。山口県防府土木建ங事຿所とのଧͪ߹Θせを行うとともに、ۙ隣の小・中ֶ࡯ܯ、ߍॺ、地ࣗݩ

࣏会౳に調査期間中における҆શ֬อのたΊのཧղとྗڠを要੥した。そのޙ、̑月10日に࡞業һઆ

明会を࣮ࢪし、࡞業಺༰の֬ೝや҆શ؅ཧ౳にͭいて周஌పఈをਤった。

  ຊ年౓の調査ର৅面積は3,490㎡であり、３Օ所に෼ࢄするର৅地を⁨～ᶠc 地۠とそれͧれ໋名し（ਤ

２）、調査を։࢝した。̑月25日から࡞業һを౤ೖして遺構面֬ೝのたΊのτϨンν掘࡟を行い、̑

ᖹᡂ㸵ᖺᗘㄪᰝ༊
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月28日には⁨地۠からॱ次ද土আ࡞ڈ業を։࢝した。ଓいて人ྗにΑる遺構検出࡞業にೖったが、ക

Ӎ時に重なったたΊ、Ӎが߱るとӍ水のಀ͛৔がない調査۠はף水し、౓ʑ࡞業は中அした。そ͜で、

特に水はけのѱい⁩・ᶠc 地۠にͭいては、周ғにഉ水༻の溝を掘り、ৗ時ϙンϓをՔಇさせる͜とで

何とかશ地۠の検出࡞業をऴえ、７月26日から遺構の掘りࠐΈを։࢝した。調査のਐలにैって、ਵ

時調査һが֤遺構の࣮ଌਤ࡞成おΑͼ記࿥ࣸਅࡱӨ౳を行い、⁨地۠では多数の掘立柱建物跡や土坑

が次ʑに֬ೝされ、掘りࠐΈがਐΊられていったが、そのաఔで７月27日には山口市文化財ࣨڭの小

ֶੜ38名をडけೖれ、遺跡ֶݟならͼに発掘ମݧ

を࣮ࢪした。また、̔月６日には山口県಺のڭһ

をର৅として当センターが։࠵したʮまいͿんε

Ϋーϧᴷत業に׆かせる埋蔵文化財࠲ߨᴷʯに൐

い、ࢀՃڭһがຊ遺跡にて発掘ମ࡞ݧ業を行った。

΄とんͲのڭһが発掘࡞業はॳΊてのମݧであっ

たが、ݫしいॵさの中で໋ݒに࡞業にऔり૊んで

いた。

  　７月Լ०から̔月にかけて࿈日໠ॵがଓいた

が、̕月以߱はఱީに恵まれ、調査はॱ調にਐん

ͩ。そして、⁨・⁩地۠の掘りࠐΈをऴえ、ᶠc

地۠の掘りࠐΈにೖった時఺の11月23日に調査成

Ռを公։する৔としてݱ地આ明会を࣮ࢪしたと͜

ろ、地ॅݩຽを中心として約60名のࢀՃがあり、

੝会のうͪにऴྃする͜とができた。そのޙ、ᶠc

地۠の遺構掘りࠐΈとਤ面࡞成をऴえ、11月30日

にはۭ中ࣸਅࡱӨおΑͼଌྔ࡞業を行った。

  　12月14日には、࠷ऴ֬ೝのたΊのτϨンν掘࡟、

業һにΑる؆қの埋Ί໭し、調査һにΑるਤ面࡞

のิ଍࡞業౳をશてऴえ、12月17日に調査事຿所

のఫڈ౳を行い、６ϲ月൒におΑͿݱ地調査をແ

事ऴྃする͜とができた。

は、山口県埋蔵文化財センターにおޙ地ఫ収ݱ　

いて、かͶてからਐΊていた記࿥ྨの੔ཧにຊ֨

తにணखし、৽たに出土遺物の࣮ଌਤ࡞成おΑͼ

ࣸਅࡱӨを行った。߹Θせてૠਤ・ࣸਅਤ൛の࡞

成、原ࣥߘච౳の࡞業をଓけ、͜の報告書をץ行

するにࢸった。

⾲土㝖ཤ

調査෩景

஍આ໌ձݱ
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ᶙɹ調査ͷ੒Ռ

̍ɹҨߏ
　今回の発掘調査では、古代・中世の掘立柱建物、土坑、墓、井戸、溝状遺構、性֨ෆ明遺構なͲを

検出した。͜͜では⁨～ᶠc ֤地۠の主な遺構をऔり্͛、ղઆを行いたい。

（�）�஍区ݕग़Ҩߏ

　⁨地۠では掘立柱建物17棟を෮ݩした΄か、井戸̐基、土坑14基、墓１基、性֨ෆ明遺構７基、溝

状遺構̕条を検出した（ਤ̏）。掘立柱建物は、いくͭかの集中۠があり、調査۠の北東෦に4#１～

̐、南西෦に4#７～11・17が重ෳして検出されている。͜れら掘立柱建物の時期にはएׯの෯がある

が、ଞの調査۠とൺֱすると、古代ޙ൒期のものが多いΑうである。また、南西෦集中Օ所の4#７

と4#10は大型の建物で、出土遺物からも官ᦰతな建物としてධՁできる。

　溝状遺構は、人ҝతに構ஙされたものであるが、いͣれもઙく、建物౳の۠ըというΑりも、ഉ水

や水ా۠ըのࢪ設として構ஙされたものと考えられる。また遺物も古代のものと中世のものがࠞ在し

た状ଶで出土するものが多く、明֬な時期ൺ定がࠔ೉であるが、掘立柱建物との重ෳ関係や、中世の

井戸である4E２と4%１とのີ接な関࿈を考ྀすると、その大෦෼が中世以߱の所࢈と൑அできる。

ᶃ۷ཱபݐ෺੻

̨̗ （̍ਤ̐ɹਤ൛̑）⁨地۠北東෦の遺構ີ集۠にҐ置する૯柱の建物跡で、ܻ行３間（7�0̼）̫ ྊ

行３間（5�4̼）、床面積37�80㎡をଌる。棟ํ޲は̣72°̬ で、隣接する4#２・4#３・4#̐と΄΅ಉ一

である。出土遺物から古代ޙ期の建物であると考えられる。                                                                                 

̨̗ （̏ਤ̐ɹਤ൛̑）⁨地۠北東෦の遺構ີ集۠にҐ置する建物跡で、ܻ行３間（6�4̼）̫ ྊ行２間

（2�7̼）、床面積17�28㎡をଌる。棟ํ޲は̣73°̬ で、平面ܗは௕ํܗをఄする。出土遺物から古代の

建物である可能性が高い。

̨̗ （̒ਤ̒ɹਤ൛̓）⁨地۠北୺にҐ置する建物跡で、ܻ行２間（6�0̼）̫ ྊ行２間（4�1̼）、床面積

24�60㎡をଌる。4#̑と隣接し、棟ํ޲は̣16°̚ 。建物の棟ํ޲や規模がޙड़する4#13とྨࣅする

たΊ、中世の建物であると൑அしている。

̨̗ （̓ਤ̑ɹਤ൛̒）⁨地۠南西෦の遺構ີ集۠にҐ置する建物跡で、ܻ行６間（15�0̼）̫ ྊ行２間

（4�6̼）、床面積69�00㎡をଌり、今回の調査で検出された37棟の中では࠷大規模である。棟ํ޲は̣

79°̬ 。出土遺物には土師器࿶なͲの΄かに土師質の߳࿍があり、一ൠతな掘立柱建物とはҟなる特

௃をࣔしている。と͜ろでຊ建物と重ෳする4#10はೋ面ኈをもͭ大型建物であるが、その北ଆ਎ࣷ

を構成する柱穴のうͪ６ͭが、4#7の南ଆኈとしてरえる可能性がある。しかし、͜れら柱穴には੾

り߹い・柱ൈऔにΑる平面ܗ状や土૚の大きなཚれはೝΊられない。Αって、とりあえͣ4#７ࣗମ

はኈをもたない掘立柱建物として報告するが、建ସ時における（4#７と4#10のઌޙ関係は明らかでは

ない）柱の࠶ར༻があれ͹、͜れら྆建物にڞ有される柱穴として、4#７のኈ෦෼とする͜とができ

る。Αってຊਤには、一面ኈ෇き建物としての෮ݩਤもซせてࡌܝしている。
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̨̗ （̕ਤ̒ɹਤ൛̒）⁨地۠南西෦の遺構ີ集۠にҐ置する建物跡で、ܻ行̐間（9�6̼）̫ ྊ行２間

（4�4̼）、床面積42�24㎡をଌる。棟ํ޲は̣75°̬ で、隣接する4#8・4#10と΄΅ಉじである。͜うし

た棟ํ޲や出土遺物から古代の建物と考えられる。

̨̗��（ਤ̓ɹਤ൛̒）⁨地۠南西෦の遺構ີ集۠にҐ置する建物跡で、ܻ行̑間（12�5̼）̫ ྊ行２間

（4�6̼）、床面積57�50㎡をଌる。棟ํ޲は̣76°̬ で、南面に1�2̼、北面に1�1̼のኈをそれͧれ有する。

ೋ面ኈの大型建物であり、個ʑの柱穴も大きく、床ଋ構଄の建物であった可能性が高い。出土遺物か

ら古代ޙ൒期にൺ定でき、官ᦰతな性֨がਪଌされる。

̨̗��（ਤ̔ɹਤ൛̒）⁨地۠中ԝ෦の西ଆにҐ置する建物跡で、ܻ行２間（5�2̼）̫ ྊ行２間（4�0̼）、

床面積20�80㎡をଌる。棟ํ޲は̣18°̚ で、隣接する4#15・4#16・4#17と΄΅ಉじである。֤柱穴か

ら土師器や瓦質土器が出土しており、͜れらの遺物から中世の建物と考えられる。

̨̗��（ਤ̔ɹਤ൛̒）⁨地۠中ԝ෦にҐ置する建物跡で、ܻ行３間（7�0̼）̫ ྊ行１間（3�8̼）、床面

積26�60㎡をଌる。棟ํ޲は̣18°̚ で、東面に0�8̼のኈを࣋ͭ。建物東ଆの柱穴は、す΂て4%３の

ఈ面で֬ೝされたものであり、͜の͜とから4#17ˠ4%３というઌޙ関係を஌る͜とができる。出土

遺物から古代の所࢈であると考えられる。

ᶄ౔޵

̨̠ （̎ਤ̕ɹਤ൛̕）⁨地۠南୺にҐ置し、4,１・4,３・4,̐に隣接する。平面ܗは、௕࣠119ᶲ、

୹࣠は91ᶲのෆ੔ԁܗをఄし、ਂさは、ਂ࠷෦で16ᶲをଌる。埋土は̐૚に෼けられ、床面௚্にଯ

積する第３૚には୸が多くؚまれている。

̨̠ （̓ਤ̕ɹਤ൛̕）⁨地۠南西෦の遺構ີ集۠にҐ置し、49６の西ଆに隣接する。平面ܗは、௕

࣠92ᶲ、୹࣠65ᶲのପԁܗをఄする。ਂさはਂ࠷෦で24ᶲをଌる。埋土は୯૚で、土૚্Ґに土師器

杯や黒色土器なͲが石とともにഇغされていた。

̨̠��（ਤ̕ɹਤ൛��）⁨地۠の南西୺にҐ置する。平面ܗは、௕࣠69ᶲ、୹࣠58ᶲのෆ੔ԁܗをఄ

する。ਂさは32ᶲをଌり、அ面はٯ୆ܗをఄする。͜の遺構はแؚ૚আޙڈに平面ϓϥンを೺Ѳでき

たものであり、その্面で遺物がまとまって出土している。͜れらの遺物は当ॳแؚ૚出土遺物とし

てѻっていたが、周ลの掘りԼ͛にΑって、ຊ遺構に൐うものであった可能性が高くなった。出土し

た遺物から൑அして当遺構は中世ޙ൒期のものと考えられる。

ᶅุ

̨̩ （̍ਤ̕ɹਤ൛��）⁨地۠北東෦の遺構ີ集۠にҐ置する。墓坑は、௕さ195ᶲ、࠷大෯49ᶲの௕

ԁܗをఄし、主࣠ํҐは̣59°8である。土૚は୯૚で、ԫ色ܥと黒色ܥの೪質土がࠞ在した状ଶの

埋土であり、セΫシϣンの֬ೝ所ݟでは、木׹౳のࠟ跡は֬ೝできなかった。௕࣠東ଆには土師器皿・

杯が഑置されており、そ͜から35DN΄Ͳ西の෦෼から๮状の金銅製品や延喜通寳が検出された。͜

うした状گから、南東ํ޲に頭Ґを置く平҆時代ޙ期の成人墓であると൑அできる。
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ᶆҪށ

̨̚ （̍ਤ��ɹਤ൛��）⁨地۠の西୺にҐ置するૉ掘りの井戸である。平面ܗは、௕࣠213ᶲ、୹࣠

171ᶲのପԁܗをఄする。は͛しい༙水のたΊ׬掘していない。土૚は３૚に෼૚され、木࿮のࠟ跡

なͲはೝΊられない。出土遺物として土師器皿、ന色ܥの土師器࿶、瓦ยなͲがあり、古代຤から中

世ॳ頭の所࢈であると考えられる。

̨̚ （̎ਤ��ɹਤ൛��）⁨地۠の南東୺にҐ置する井戸で、4%１の一෦にғまれるΑうに഑置されて

いる。平面ܗは、௕࣠186ᶲ、୹࣠160ᶲのପԁܗをఄし、ਂさは90ᶲで、ൺֱతઙい井戸である。௕

西ଆに᛽が集中తにೝΊられるが、͜れらはຊདྷ、井戸࿮の周ลにΊ͙らされていた可能性が޲ํ࣠

ある。井戸のഇઈ時に木࿮のൈきऔりとಉ時にআڈ・ഇغされたものであろう。出土遺物から中世຤

期にはഇઈした井戸であると考えられる。

̨̚ （̏ਤ��ɹਤ൛��）⁨地۠の北東୺にҐ置するૉ掘りの井戸である。平面ܗは、௕࣠169ᶲ、୹࣠

150ᶲのପԁܗをఄする。ਂさは105ᶲをଌる。土૚は̔૚に෼けられるが、木࿮やそのࠟ跡は֬ೝで

きていない。出土遺物から中世の所࢈と考えられる。

̨̚ （̐ਤ൛��）⁨地۠中ԝ෦の南ଆにҐ置するૉ掘りの井戸である。平面ܗは、௕࣠160ᶲ、୹࣠

153ᶲの΄΅ԁܗをఄする。ਂさは143ᶲをଌる。49̐と重ෳ関係にあり、4E̐ˠ49̐というઌޙ関

係である。出土遺物はগないが、中世の所࢈と考えられる。

ᶇੑ֨ෆ໌Ҩߏ

̨̭ （̍ਤ��ɹਤ൛��）⁨地۠中ԝ෦の南ଆにҐ置し、4%３と重ෳ関係にある。平面ܗは、௕࣠311ᶲ、

୹࣠242ᶲのෆ੔ԁܗをఄし、ਂさは35ᶲをଌる。埋土は̐૚に෼૚でき、いͣれも೪質土ܥの土で

ある。遺物は΄とんͲ出土しておらͣ、ৄࡉな年代はෆ明。4%３をはさんで西ଆにҐ置する49̐と

は平面ܗଶや規模でྨࣅしており、྆者はಉ一の機能をもͭ遺構と考えられる。

̨̭ （̑ਤ��ɹਤ൛��）⁨地۠中ԝ෦の南ଆにҐ置する。平面ܗは、௕࣠317ᶲ、୹࣠129ᶲのෆ੔ԁ

をఄする。ఈ面はԜತがあり、ਂさは14ᶲをଌる。遺構の西൒ଆからは଍ುยが出土しており、東ܗ

൒は一ஈ௿くなっている。

̨̭ （̒ਤ��ɹਤ൛��ɾ��）⁨地۠南西෦の遺構ີ集۠にҐ置し、4,７に隣接する。平面ܗは、௕࣠

404ᶲ、୹࣠111ᶲのෆ੔௕ԁܗをఄする。ఈ面はԜತがあり、ਂさは23ᶲをଌる。௕ପԁܗにۙいܗ

状をもͭຊ遺構は、当ॳ、土器ম成༼の可能性もࢹ໺にೖれ、調査をਐΊたが、น周ลやఈ面にඃ೤

ࠟ跡がない͜とや、出土遺物の状ଶなͲから、୯なるഇغ土坑と൑அした。なお、当遺構は4#７・10

の柱穴を੾っており、͜うした大型遺構のഇઈޙに構ஙされたものと考えられる。

̨̭ （̓ਤ��ɹਤ൛��）⁨地۠の南୺にҐ置するが、ޙ世の水ా଄成時に࡟平されているたΊ、ຊདྷ

の平面ܗは明らかではない。たͩし、土師器皿と杯がまとまって出土しており、͜うした状گは͜の

遺構が墓であった可能性をࣔすもので、土師器ྨが置かれているଆを頭Ґとすれ͹、そのํ޲は北東

という͜とになる。出土遺物から中世ޙ൒期にൺ定される。

ʖ 14 ʖ
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（�）�஍区Ҩߏ
　掘立柱建物15棟を෮ݩした΄か、土坑10基、井戸１基、性֨ෆ明遺構̐基、溝状遺構13条を検出し

た（ਤ��）。掘立柱建物は、4#22のΑうに建物の௕࣠ํ޲が東西をҙࣝするものと、4#25のΑうに南

北をҙࣝするものの２タΠϓがあるが、出土遺物なͲから൑அすると、एׯの時期ࠩはあるものの、

྆者とも中世の所࢈であるとਪ定される。また4#30・32のΑうな小型の建物のଘ在も஫໨される。

　溝状遺構は13条֬ೝしたが、͜のうͪ4%15・16・21と໋名したものはۙ代以߱の҉ڎであり、検出

された֤遺構とは時期がҟなる。その΄かのものは中世の所࢈と考えられ、4%12は井戸である4Ȇ

をऔりғΉΑうに掘࡟されており、྆者はಉ時期に機能していたものと考えられる。

　͜のΑうにຊ地۠は、主に中世の集落ۭ間であったとධՁできるが、性֨ෆ明遺構である4910か

らは平҆時代ޙ期の土師器、須恵器なͲとともに、鋳଄関࿈遺物であるӋ口や࿍นが一ׅして౤غさ

れている。当֘時期においては、鋳଄༻品やੜ׆ಓ۩をഇغするεϖーεとしてར༻されていたもの

と考えられる。

ᶃ۷ཱபݐ෺੻

̨̗��（ਤ��）⁩地۠南൒෦東ଆの遺構ີ集۠にҐ置する建物跡で、ܻ行３間（6�8̼）̫ ྊ行２間（4�2

̼）、床面積28�56㎡をଌる。棟ํ޲は̣70°̬ で、͜の遺構ີ集۠で෮ݩされた4#19～4#24の６棟は、

棟ํ޲が΄΅ಉじである。

̨̗��（ਤ��）⁩地۠南൒෦東ଆの遺構ີ集۠にҐ置する建物跡で、ܻ行３間（9�8̼）̫ ྊ行２間（6�8

̼）、床面積66�64㎡をଌり、⁩地۠の中では࠷大規模の建物跡である。棟ํ޲は̣68°̬ で、北面に1�3

̼のኈを有し、床ଋ建物とਪ定される。中世ޙ൒期の掘立柱建物である。

̨̗��（ਤ��ɹਤ൛̓）⁩地۠北൒෦の南ଆにҐ置する建物跡で、ܻ行３間（6�7̼）̫ ྊ行２間（4�4̼）、

床面積29�48㎡をଌる。棟ํ޲は̣20°̚ で、南۱柱穴は今回の調査۠֎にҐ置する。֤柱穴の掘ํは
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大きく、ࠜ石が置かれおり、ൺֱతしっかりとした建物であったと考えられる。֤柱穴から土師器や

੨磁の΄か、Ӭָ通寳が出土している͜とから、͜の建物は15世紀以߱の中世ޙ൒期に属するもので

あると考えられる。

̨̗��（ਤ��）⁩地۠北൒෦の中ԝにҐ置する建物跡で、ܻ行２間（4�6̼）̫ ྊ行２間（4�2̼）、床面積

19�32㎡をଌり、平面ܗ状はややいͼͭである。棟ํ޲は̣15°̚ で、隣接する4#27と΄΅ಉじである。

出土遺物が΄とんͲないたΊ、所属年代を֬定する͜とができない。

̨̗��（ਤ��ɹਤ൛̓）⁩地۠北൒෦の中ԝにҐ置する建物跡で、ܻ行３間（5�6̼）̫ ྊ行２間（4�0̼）、

床面積22�40㎡をଌる。棟ํ޲は̣25°̚ 。土師器のᙈや、杯ഁยなͲが出土しているが、ৄࡉな年代

にͭいてはෆ明である。

̨̗��（ਤ��）⁩地۠北൒෦の南ଆにҐ置する建物跡で、ܻ行２間（4�1̼）̫ ྊ行１間（1�8̼）、床面積

7�38㎡をଌり、⁩地۠の中では࠷も小規模である。棟ํ޲は̣22°̚ で、隣接する4#31と΄΅ಉじで

ある。

̨̗��（ਤ��）⁩地۠北൒෦の南ଆにҐ置する建物跡で、ܻ行３間（7�3̼）̫ ྊ行２間（4�3̼）、床面積

31�39㎡をଌる。棟ํ޲は̣25°̚ 。東面にኈ（0�７̼）を有する。柱穴Αり中世の土師器杯が出土して

おり、建物の時期をࣔしている。

ᶄ౔޵

̨̠��（ਤ��ɹਤ൛��）⁩地۠南൒෦の西ଆにҐ置し、平面ܗは௕࣠157ᶲ、୹࣠82ᶲの۱ؙ௕ํܗを

ఄする。ఈ面は平ୱで、ਂさは11ᶲをଌる。遺構南西෦でܗ׬に෮ݩできる土師器皿が一ຕ出土して

いる。土坑のܗଶや、土師器皿の出土状گを౿まえれ͹、墓の可能性もあるが、とりあえͣ土坑とし

て報告する。

̨̠��（ਤ��ɹਤ൛��）⁩地۠北൒෦南ଆの遺構ີ集۠にҐ置し、平面ܗは௕࣠128ᶲ、୹࣠75ᶲのෆ

੔ପԁܗをఄする。ਂさは31ᶲをଌり、ఈ面からさらに２ͭのϐοτ（ਂさ22ᶲと28ᶲ）が掘りࠐまれ

ていた。大小の᛽̐個が床面からුいた状ଶで検出されており、͜れらは掘立柱建物のࠜ石であった

可能性が高い。

̨̠��（ਤ��ɹਤ൛��）⁩地۠北൒෦南ଆの遺構ີ集۠にҐ置し、平面ܗは、௕࣠120ᶲ、୹࣠89ᶲの

ෆ੔ԁܗをఄし、ਂさは14ᶲをଌる。埋土は３૚に෼૚され、第２૚には୸やম土が多くؚまれてい

る。また埋土の্࠷面に土師器杯がਾえられたΑうな状ଶで出土している。͜の出土遺物から中世の

遺構であると൑அできる。

ᶅҪށ

̨̚ （̑ਤ��ɹਤ൛��）⁩地۠南൒෦の東୺にҐ置するૉ掘りの井戸である。平面ܗは、௕࣠210ᶲ、

୹࣠195ᶲの΄΅ԁܗをఄする。ਂさは90ᶲをଌる。埋土は１～12૚に෼૚されるが、木࿮のࠟ跡な

Ͳは֬ೝできͣ、ൈきऔられたものとࢥΘれる。土師器皿や瓦質土器なͲが出土しており、͜れらの

遺物から中世ޙ൒期の所࢈と考えられる。
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̨̭��（ਤ��ɹਤ൛��ɾ��）⁩地۠北൒෦南ଆの遺構ີ集۠にҐ置する。平面ܗは、௕࣠306ᶲ、୹࣠

270ᶲのෆ੔ԁܗをఄする。ఈ面はややԜತがあり、ਂさは14ᶲをଌる。掘りࠐΈはશମతにઙく、

୸やম土がશ面తにೝΊられる。なおຊ遺構の南۱で重ෳ関係にある4911は、埋土のྨࣅやਂさか

らຊ遺構と一࿈のものの可能性もあるが、औりあえͣݱ৔での所ݟを重ࢹし、別遺構としてѻってお

きたい。遺構の東൒෦では須恵器、土師器なͲとともにӋ口や࿍นの一෦、మఝなͲがまとまって出

土している。また、南西۱では床面の一෦が皿状にઙく掘りࠐまれ、その෦෼に࿍นやӋ口౳の鋳଄

関࿈遺物がまとΊてഇغしてある。

（�）ⅩⅥ஍区Ҩߏ

ᶠc 地۠では掘立柱建物̑棟を෮ݩし、井戸１基、土坑１基、溝状遺構１条を検出した（ਤ��）。掘

立柱建物跡は調査۠西ଆに集中しており、ෳ数回の建てସえが想定される。また井戸である4E６は

遺構の഑置状گからΈて、͜うした建物܈の居ॅ者にΑって؅ཧされていたものと考えられる。ಉ時

期ซଘの建物が何棟であったのか֬定できないが、２棟ఔ౓のซଘが想定され、中世集落の基ຊతな

構成୯Ґとしてຊ事ྫをଊえる͜とができる。溝状遺構の4%23は中世ޙ൒期の所࢈と考えられるが、

掘立柱建物に෇ਵするものではないΑうである。また１基のΈ֬ೝされた土坑4,25からは、やはり

中世ޙ൒期の土師器杯が出土しており、掘立柱建物と΄΅ಉ時期の所࢈であると考えられる。

ᶃ۷ཱபݐ෺੻

̨̗��（ਤ��ɹਤ൛̓）fᶜ地۠西൒෦の遺構ີ集۠にҐ置する૯柱の建物跡で、ܻ行２間（4�6̼）̫ ྊ

行２間（3�8̼）、床面積17�48㎡をଌる。棟ํ޲は̣66°̬ 。֤柱穴から土師器や瓦質土器なͲが出土し

ており、中世の建物であると考えられる。

̨̗��（ਤ��ɹਤ൛̓）fᶜ地۠西൒෦の遺構ີ集۠にҐ置する建物跡で、ܻ行２間（4�2̼）̫ ྊ行２間

（3�0̼）、床面積12�60㎡をଌる。棟ํ޲は̣69°̬ で、隣接する4#36と΄΅ಉじである。南面に0�9̼

のኈを有する。柱穴のܗ状から考えて、ಉ一地఺における建てସえが行ΘれていたとΈられる。֤柱

穴から土師器杯、੨磁࿶、଍ುยなͲ、ൺֱత๛෋に遺物が出土しているが、とりΘけ๽書土師器皿

の出土は஫໨される。͜うした出土遺物から中世ޙ൒期にൺ定される。

̨̗��（ਤ��）fᶜ地۠北東෦にҐ置する建物跡で、ܻ行２間（2�6̼）̫ ྊ行２間（2�4̼）、床面積6�24㎡

をଌる。棟ํ޲は̣24̚°で、ᶠc 地۠で෮ݩされた̑棟の中では࠷も小規模である。出土遺物から中

世のものと考えられ、ೲ԰のΑうな໾ׂをもͭ建物ͩったのではないかとਪଌしている。
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ᶄҪށ

̨̚ （̒ਤ��ɹਤ൛��）fᶜ地۠中ԝ෦にҐ置する井戸である。平面ܗは、௕࣠263ᶲ、୹࣠236ᶲの΄

΅ԁܗをఄする。ਂさは128ᶲをଌる。埋土は３૚に෼けられ、᛽が北ଆのԑล෦を中心としてഇغ

されている。土師器杯や瓦質のᎬുやᖿᖻなͲൺֱత๛෋な遺物が出土しており、͜れら遺物から中

世ޙ൒期に࢖༻・ഇઈされた井戸と考えられる。
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遺構
番号

地۠
規模

（間）
棟ํ޲

柱　間
面積

（㎡）
出土遺物 උ考ܻ行 ྊ行

建物の南東۱から	̼
 建物の南東۱から	̼


4#１ ⁨ ３ʷ３ ̣72°̬ 7�0（2�4・2�3・2�3） 5�4（1�8・1�9・1�7） 37�80 土師器  須恵器  黒色土器　 古代

4#２ ⁨ ３ʷ２ ̣71°̬ 6�6（2�4・2�4・1�8） 4�4（2�2・2�2） 29�04
土師器　須恵器
黒色土器　灰釉陶器

4#３ ⁨ ３ʷ２ ̣73°̬ 6�4（2�2・2�3・1�9） 2�7（1�5・1�2） 17�28 土師器　黒色土器 古代

4#̐ ⁨ ３ʷ２ ̣70°̬ 6�7（2�5・2�2・2�0） 4�8（2�9・1�9） 32�16 土師器　須恵器  黒色土器 北面にኈ（1�4̼）　

4#̑ ⁨ ２ʷ２ ̣22°̚ 4�5（2�2・2�3） 2�8（1�4・1�4） 12�60 土師器　黒色土器

4#６ ⁨ ２ʷ２ ̣16°̚ 6�0（2�9・3�1） 4�1（2�0・2�1） 24�60 土師器　黒色土器 中世

4#７ ⁨ ６ʷ２ ̣79°̬ 15�0（2�4・2�5・2�4・2�6・2�5・2�6） 4�6（2�4・2�2） 69�00 
土師器　須恵器　             
黒色土器  緑釉陶器　

一面ኈ建物の可能性あり
古代

4#̔ ⁨ ３ʷ２ ̣75°̬ 6�8（2�3・2�3・2�2） 4�2（2�1・2�1） 28�56 
土師器  須恵器  黒色土器        
緑釉陶器  灰釉陶器 

古代

4#̕ ⁨ ̐ʷ２ ̣75°̬ 9�6（2�3・2�4・2�4・2�5） 4�4（2�2・2�2） 42�24 
土師器　須恵器　　　　       
黒色土器  緑釉陶器　

古代

4#10 ⁨ ̑ʷ２ ̣76°̬ 12�5（2�4・2�4・2�6・2�6・2�5） 4�6（2�4・2�2） 57�50 
土師器  須恵器  黒色土器        
緑釉陶器  灰釉陶器

南面にኈ（1�2̼）
北面にኈ（1�1̼）  古代

4#11 ⁨ ３ʷ２ ̣14°̚ 6�9（2�2・2�4・2�3） 4�6（2�0・2�6） 31�74 
土師器  須恵器  黒色土器         
緑釉陶器  灰釉陶器　　

柱間南西۱から　古代

4#12 ⁨ ２ʷ１ ̣10°̚ 4�7（2�3・2�4） 2�0 9�40 
土師器　黒色土器
緑釉陶器　灰釉陶器

古代

4#13 ⁨ ２ʷ２ ̣18°̚ 5�2（2�5・2�7） 4�0（2�1・1�9） 20�80 
土師器　黒色土器            
瓦質土器

中世

4#14 ⁨ ３ʷ２ ̣75°̬ 6�6（2�2・2�0・2�4） 5�1（2�6・2�5） 33�66 土師器　須恵器 柱間北東۱から

4#15 ⁨ ３ʷ２ ̣18°̚ 6�2（2�1・1�9・2�2） 4�7（2�5・2�2） 29�14 
土師器　須恵器
瓦質土器　黒༵石

中世

4#16 ⁨ ２ʷ１ ̣17°̚ 3�7（1�6・2�1） 2�3 8�51 土師器

4#17 ⁨ ３ʷ１ ̣18°̚ 7�0（2�2・2�4・2�4） 3�8 26�60 土師器　黒色土器 東面にኈ（0�8̼）古代

4#18 ⁩ ２ʷ２ ̣14°̚ 5�2（2�5・2�7） 4�5（2�3・2�2） 23�40 土師器　須恵器 柱間南東۱から

4#19 ⁩ ３ʷ２ ̣71°̬ 6�6（2�1・2�2・2�3） 4�2（2�2・2�0） 27�72 土師器　須恵器 柱間南西۱から

4#20 ⁩ （３ʷ１） ̣74°̬ 6�1（2�1・2�0・2�0） � � 土師器౳
柱間北東۱から
ྊ行ʜ調査۠֎

4#21 ⁩ ３ʷ２ ̣70°̬ 6�8（2�4・2�1・2�3） 4�2（2�1・2�1） 28�56 土師器౳ 柱間南西۱から

4#22 ⁩ ３ʷ２ ̣68°̬ 9�8（3�2・3�0・3�6） 6�8（3�2・3�6） 66�64 土師器　須恵器  瓦質土器 北面にኈ（1�3̼）　中世

4#23 ⁩ ３ʷ３ ̣67°̬ 4�7（1�4・1�6・1�7） 3�1（0�9・1�2・1�0） 14�57 土師器　須恵器　陶器 柱間南西۱から　中世

4#24 ⁩ ２ʷ２ ̣70°̬ 5�2（3�0・2�2） 3�0（1�6・1�4） 15�60 
土師器　須恵器　瓦質土器       
੨磁  陶器

中世

4#25 ⁩ ３ʷ２ ̣20°̚ 6�7（2�2・2�6・1�9） 4�4（2�2・2�2） 29�48 
土師器　須恵器　瓦質土器
੨磁  ౉དྷ銭

柱間南西۱から　中世

4#26 ⁩ ２ʷ２ ̣15°̚ 4�6（2�3・2�3） 4�2（2�2・2�0） 19�32 

4#27 ⁩ ３ʷ２ ̣25°̚ 5�6（2�0・1�8・1�8） 4�0（2�1・1�9） 22�40 土師器౳

4#28 ⁩ ２ʷ１ ̣30°̚ 3�5（2�1・1�4） 2�7 9�45 土師器

4#29 ⁩ ２ʷ２ ̣71°̬ 4�3（2�1・2�2） 4�1（2�0・2�1） 17�63 土師器 柱間南西۱から

4#30 ⁩ ２ʷ１ ̣22°̚ 4�1（2�0・2�1） 1�8 7�38 土師器

4#31 ⁩ ３ʷ２ ̣25°̚ 7�3（2�5・2�2・2�6） 4�3（2�0・2�3） 31�39 土師器　須恵器
柱間南西۱から
東面にኈ（0�7̼）中世

4#32 ⁩ ２ʷ２ ̣65°̬ 2�3（0�9・1�4） 2�0（1�0・1�0） 4�60 土師器

4#33 ᶠc ２ʷ２ ̣66°̬ 4�6（2�3・2�3） 3�8（1�9・1�9） 17�48 土師器　瓦質土器 中世

4#34 ᶠc ２ʷ２ ̣22°̚ 4�4（2�2・2�2） 4�2（2�3・1�9） 18�48 
土師器　須恵器  瓦質土器
੨磁  ന磁　陶器

中世

4#35 ᶠc ２ʷ２ ̣69°̬ 4�2（2�2・2�0） 3�0（1�8・1�2） 12�60 
土師器　須恵器　瓦質土器        
੨磁  陶器　

南面にኈ（0�9̼）　中世

4#36 ᶠc ２ʷ１ ̣67°̬ 4�3（2�4・1�9） 2�1 9�03 土師器　須恵器  瓦質土器 中世

4#37 ᶠc ２ʷ２ ̣24°̚ 2�6（1�2・1�4） 2�4（1�3・1�1） 6�24 土師器 中世

ද̍ɹ۷ཱபݐ෺੻Ұཡද
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̎ɹҨ෺
　今回の調査で出土した主な遺物は、土師器、須恵器、瓦質土器、陶磁器で、͜の΄かにߖேेೋ銭

である延喜通寳、中世の༌ೖ銭、また縄文時代草創期の有舌尖頭器なͲがある。͜͜では調査۠͝と

に主な遺物にͭいてղઆをՃえたい。なお、֤遺物の法ྔ౳にͭいては遺物࡯؍දにࡌܝしているの

でซせてࢀর௖けれ͹޾いである。

（�）�஍区ग़౔Ҩ෺

　１ŋ２は4#１の֤柱穴から出土した土師器࿶である。３～６は4#７の֤柱穴から出土したもので、

３は緑釉陶器、̐ŋ６は土師器࿶、̑は土師質の߳࿍である。̑の߳࿍は଻土がਫ਼બされたඇৗにྑ

質なͭくりで、಺ఈ面はएׯม色した࢖༻ࠟ跡がೝΊられる。̔～16は4#10から出土した遺物であ

るが、͜のうͪ̔～10は遺構のղઆ時にड़΂たΑうに4#７に構成される可能性が࢒されている柱穴

からの出土である。̔ŋ11ŋ12は土師器杯で、いͣれもମ෦が௚ઢతに立্ͪがり、灰ന色ܥの色調を

ఄする。̕はશମతな器ܗが明らかではないが、土師質土器の٭෦である。14は須恵器の୹ᰍᆵと考

えられるが、ഁย資料のたΊશܗはෆ明。15は緑釉陶器の皿で、଻土は土師質である。16は黒色土器

で಺面のΈが黒色ॲཧされている。17は4#11から出土した土師質土器のᙈである。18～20は4#12か

ら出土したもので、18は灰釉陶器、19は土師器杯ఈ෦、20は緑釉陶器で、ۙߐ型の可能性がある。21ŋ22

は4#17から出土した土師器皿で、前者はᒵ色ޙ、ܥ者は灰ന色ܥの色調をఄする。

　23～41は֤柱穴から出土した遺物である。32は土製ԁ൫で、土師器ఈ෦のస༻品であろう。34ŋ35

はന磁ยで、35は֎面にॎ۳花ห文がೝΊられる。36は੨磁࿶で、଻土はૈく、黒色ཻ子を多ྔにؚΉ。

ӽभ༼37。ܥの須恵器௕ᰍᆵは4#̔の柱穴から出土したものである͜とが࠷ऴతに൑明した。

　42～56は֤土坑から出土した遺物である。43～47は4,７出土土器で、43ŋ44は土師器杯、45ŋ46は土

師器࿶、47は黒色土器である。49～56は4,10出土土器で49は皿、50～53は杯でいͣれもᒵ色ܥの色調

をఄする。54～56は଍ುで、54ŋ55は土師質、56は瓦質ম成である。

　57～62は4T１から出土した遺物܈である。57ŋ58は土師器皿で、58のఈ෦にはম成ޙのઠ޸がࢪさ

れている。59は土師器杯で、ఈ෦はԁ൫高୆状をఄする。͜れらの皿、杯はいͣれもᒵ色ܥの色調を

ఄする。60は金銅製の๮状製品であり、一෦に金ഩが࢒ଘしている（ਤの໢ֻけ෦）。ಉ一個ମと考

えられるഁยがଘ在し、ࣸ ਅਤ൛20にࣔしているが、࢒ଘ状گがෆྑのたΊอଘॲཧを࣮ࢪ中である。

61ŋ62はいͣれも延喜通寳で、2�0ܘᶲ。前者は1�6H、ޙ者は1�3Hをଌる。

　63～67は֤溝から出土した遺物で、63は᭩࿇หをもͭ੨磁、64は須恵器杯、65は瓦質のᙈで、ᰍ෦に

はタタΩࠟがೝΊられる。67の଍ುは瓦質ম成である。

　68～81は井戸出土遺物。68～77は4E１から出土したもので、73ŋ74の土師器࿶は଻土がਫ਼બされた

ന色ܥの優品である。྆者の色調や器74、ܗの಺面にೝΊられるϔϥにΑる௜ઢ文༷౳から、ന磁の

模฿品である͜とがӐΘれる。11～12世紀代の所࢈であろう。75は須恵質のᙈ಑෦ยで಺֎面にタタ

ΩࠟがೝΊられる。77はؙ瓦ยで、ತ面に平行タタΩࠟ、Ԝ面には೪土ඥのࠟ跡が֬ೝできる。78～

81は4E２出土遺物で、78は器นのۃΊてബい土師器皿、79は٭෇きの土師質土器である。

　82～96は性֨ෆ明遺構から出土した資料である。83～90は49６から出土したもので、85は土師器࿶
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であるが、಺֎面ともに׊色ܥの色調をఄする。86ŋ89ŋ90は黒色土器で、86は高୆෦が高くܗ成され

ている。87は緑釉陶器の࿶で、଻土が灰色ܥのۙߐ型とਪ定される資料である。֎面に２ຊ１૊の۳

ඳき文状の文༷がೝΊられる。88は瓦質のുで、ఈ෦には回సࢳ੾りのࠟ跡がΘͣかにೝΊられる。

91～95は49７から出土。91～94の皿はす΂てᒵ色ܥの色調をఄし、95はମ෦が಺࿷ؾຯに立্ͪがる

杯。͜うした器種構成から、͜れらの遺物܈は墓の副葬品であった可能性が高い。96は49̑から出

土した଍ುで、土師質ম成。಺面にはԣํ޲のϋέ໨ࠟが࢒る。

　97ŋ98は遺構検出中に出土した石製品。97は石銙の一෦で、८ํにあたる。೪൘ؠの石ࡐを༻い、

જり穴が̐ͭઠたれている。また石൨きڒの੾அࠟも֬ೝできる。一ล̐DNのਖ਼ํܗをఄし、重ྔ

26�9H。98は有舌尖頭器で、҆山ؠ製。ཪ面の一෦にૉࡐ面を࢒し、基෦とઌ୺෦を中心にஸೡなඉ

状ണ཭がࢪされている。௕さ8�0DN、࠷大෯2�6DN、ްさ0�7DN、重ྔ14�3Hをଌる。

（�）�஍区ग़౔Ҩ෺
　99～109は֤掘立柱建物出土遺物である。99は4#18の柱穴から出土したᒵ色ܥの土師器皿。

5 ੉

(1/2)

91

92

93

97

9695

94

98

SX7

遺ᵓ検出᫬

遺ᵓ検出᫬

SX5
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100ŋ101は4#22の柱穴から出土した遺物で、100は土師器杯、101は瓦質土器のᎬുと考えられる。

103ŋ104は4#24に属する遺物で、103は土師器杯、104は瓦質ম成のು口ԑ෦である。105～107は4#25に

ともなう遺物で、͜のうͪ105ŋ107はಉじ柱穴である41814から出土した。105は੨磁大皿のఈ෦で、

灰ന色の陶土にೱ緑色の釉ༀがްくかけられている。಺面に࿇ห状の文༷がೝΊられる。͜の੨磁大

皿とڞ൐して出土したのが107のӬָ通寳である。Ӭָ通寳のॳ鋳は1408年であり、4#25の構ங্ݶ

時期を規定する重要な出土遺物である。106は土師質のുと考えられ、಺面の一෦にᒵ色の化হ土が

ೝΊられる。108は4#27に൐う土師器ᙈ、109は4#31に൐う土師器杯である。

　110～134には֤柱穴から出土した遺物をࡌܝした。114～116はബखの土師器杯で、中世ޙ൒期の所

118ŋ120は灰、ܥ121は古代຤～中世前൒期にൺ定される土師器杯・࿶で、117ŋ119ŋ121はᒵ色～117、࢈

ന色ܥの色調をఄする。122は土師器の࿶であるが、高୆෦はࠟ跡తにしか࢒ଘしない。125は41613

Αり出土した土師器ു。口ԑ෦がҙਤతにଧͪܽかれており、なんらかのࡇ᛾に࢖༻されたものであ

る可能性が高い。ܗଶや଻土なͲからΈて古෿時代の所࢈と考えているが൑વとしない。126は土師

器の小型ᙈで、֎面にはϋέ໨調੔ࠟがかすかにೝΊられる。131は41574Αり出土した瓦質ম成の

大型ു。಺面にはԣํ޲のࡉかいϋέ໨調੔がࢪされている。

　135～138は֤土坑出土遺物。135は4,17出土の土師器皿で色調は灰ന色136。ܥは4,21から出土し

た土師器杯と考えられる。ܗଶతにҟ質で、֎面は灰色ܥの色調をఄする。137ŋ138は4,22から出土

したもので、137は灰ന色ܥの土師器杯、138は瓦質ম成のുである。

　139ŋ140は4Ȇから出土したもので139は土師器皿、140は瓦質のᎬുである。141は4%10出土の੨

磁皿で֎面は಑۶ۂ෦までࢪ釉がҝされている。ཾઘ༼ܥか。142は瓦質ম成の଍ುで、಺֎面にϋ

έ໨調੔がࢪされている。֎面はഗ
すす

の෇ணがݦ著。

　143～181は4910から出土した土器ྨである。143～151は土師器杯で、શମతな器ܗはମ෦がࣼΊ

্ํに௚ઢతに立্ͪがるܗଶをఄする。ఈ෦の੾り཭しは回సϔϥ੾りにΑって行Θれており、ࢳ

੾りࠟはೝΊられない。152ŋ153は土師器࿶で、શܗはࣼΊ্ํに௚ઢతに立্ͪがるܗଶである。

たͩし153に関してはম成ෆྑの須恵器である可能性もある。また173はᒵ色をఄする土師器皿で、口

ԑ෦にΉけて಺࿷͗Έに立্ͪがる。154～159は須恵器杯֖で、154ŋ155のΑうに口ԑ෦の۶ۂがೝΊ

られるものと、156～159のΑうにফ໓したものの２種がある。160～172は須恵器杯਎で、160～166はແ

高୆、167～172は高୆を有するものである。ແ高୆のものはఈ෦には回సϔϥ੾りࠟを࢒すものが多

い。また、160ŋ165はম成ෆྑのもので、167も器ܗのひͣΈが著しい。174は須恵器皿で、ମ෦はڧく

֎൓するܗଶをఄする。ఈ෦に回సϔϥ੾りࠟがೝΊられ、ম成はෆྑ。175～177は緑釉陶器で、175

は皿、176ŋ177はළྨのఈ෦であると考えられる。176の಺面はແ釉であるが、ઙᒵ色をఄする化হ土

がࢪされている。178～180は須恵器のᙈで、180は֎面に平行タタΩࠟ、಺面にಉ心ԁ状の当て۩ࠟが

のϋέ໨ࠟがೝΊられる。以޲の指φσࠟやॎํ޲ଘする。181は土師器ᙈの಑෦で、֎面にԣํ࢒

্に記した土師器、須恵器、緑釉陶器の型式ֶత特௃は̕世紀代を中心としͭͭ、一෦10世紀代に߱

る年代తҐ置づけをࣔしている。

　182～184ŋ186ŋ187も4910から出土したもので、182は土師質の土਴、186ŋ187はమఝである。183はᆁ

ᆗのఈ෦ยと考えられるもので、಺ఈ面には࿍นの一෦らしきものが෇ணしている。184はӋ口で、
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ઌ୺෦にはΨϥε化したεϥάが෇ணし、଻土にはεαなͲの୸化物や石英ཻなͲがؚまれる。185

もӋ口であり、4911から出土した。遺構の項でもड़΂たΑうに、4911は4910とಉ一遺構になる可能

性があり、出土遺物においてもڞ通఺がある。なお、͜うしたᆁᆗとӋ口の製ٕ࡞法は周防鋳銭司出

土のものとྨࣅしている。

　188ŋ189は遺構検出中の遺物。188は੺間189、ݛはߑ෢通寳である。

（�）ⅩⅥ஍区ग़౔Ҩ෺
　190～204は掘立柱建物から出土した遺物である。190は4#34の柱穴から出土した࿇ห文をもͭ੨

磁࿶。191～202は4#35の֤柱穴から出土。191は土師器皿で、灰ന色ܥの色調をఄする。192～196

は土師器杯で、口ܘは11DN～12DN代。いͣれも器นのͭくりがബく、中世຤期にൺ定される。なお

195は಺ఈ面に୸化物のΑうなものが෇ணしている。198は土師器皿でఈ෦֎面に๽書がೝΊられる。

ʮޒοʯもしくはʮޗʯと൑ಡできる可能性が高い。199は੨磁࿶で、࢒ଘ状گはྑ޷。֎面にઢࠁに

Αる࿇ห文、಺面ࠐݟΈに花文がࢪされている。ཾઘ༼ܥで14世紀代の所࢈であろう。200ŋ201は଍

ುยで、前者は瓦質、ޙ者は土師質である。202は土師器ᙈで、෮ݩ口ܘが約32DNになる大型品である。

タタΩやϋέ໨調੔ࠟがかすかにೝΊられるが、基ຊతにはφσ調੔にΑりஸೡに্͛࢓られている。

また಑෦֎面にはଳ状にೋ次ম成ࠟがೝΊられる。͜のᙈは古代の所࢈である可能性が高く、ࠞ在資

料であると考えている。203ŋ204は4#36出土遺物で、203はᒵ色ܥの土師器杯、204は瓦質土器のുもし

くはᖿᖻである。

　205～213は֤柱穴ならͼに土坑出土資料。205ŋ206は土師器皿であり、205はԫᒵ色ܥの色調で、ఈ

෦はए্͛ׯఈؾຯをఄする。また206は口ԑ୺෦の಺֎面にഗが෇ணしており、౮明皿として༻い

られていたものと考えられる。207～209は土師器杯で、いͣれも器นはബく、ஸೡなͭくりである。

209の֎ఈ෦には൘໨ѹࠟが֬ೝできる。210は土師器杯で、色調は灰ന色ܥである。器นはൺֱతް

Ίで、ఈ෦はए্͛ׯఈؾຯである。211は柱状高୆の杯で、色調はᒵ色。֎ఈ෦には回సࢳ੾りࠟ

が࢒る。212はઙԫᒵ色をఄする土師器࿶で、಺ఈ෦にはϛΨΩのࠟ跡がೝΊられる。213は4,25か

ら出土した土師器杯。ᒵ色をఄし、器นはബく্͛࢓られ、֎ఈ෦には回సࢳ੾りࠟと൘໨ѹࠟがೝ

Ίられる。

　214ŋ215は4%23から出土した。214は土師器杯で、器นはബく、֎ఈ෦には൘໨ѹࠟがೝΊられる。

215は੨磁࿶で、口ԑ෦は֎൓し、಑Լ൒෦に数条の௜ઢがΊ͙る。

　216～224は4E６から出土した遺物である。216～218は土師器皿で、いͣれも口ܘが11�2DNఔ౓で

規֨性が高い。また、いͣれも灰ന色ܥの色調をఄす。218はܗ׬品で଻土もਫ਼ྑである。219は଍

ುの口ԑ～಑෦で土師質ম成。֎面の一෦にഗが෇ணしている。220ŋ221は瓦質のᎬുで、྆者はಉ

一個ମの可能性がある。Ꭼ໨は６条１୯Ґで、221のఈ෦֎面には൘状のѹࠟが࢒る。222は瓦質の大

型ᙈで෮ݩ口ܘは50DNにۙい。223は瓦質土器のᖿᖻと考えられ、ఈ෦෇ۙに指ΦαΤのࠟ跡あり。

224は੨磁࿶で、高୆のͭくりや釉調なͲから、ӽभ༼ܥと考えられる。
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200(SP919)
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番号 地۠ 遺構 器種 器ܗ
法ྔ （ᶲ）

ম成
色調 調੔

口ܘ 器高 ఈܘ ಺面 ֎面 ಺面 ֎面

1 ⁨ 4#1（413） 土師器 ࿶ － 1�9 ࢒ （6�2） ややೈ質 ઙԫᒵ色 ઙԫᒵ色 回సφσ 回సφσ、ࢳ੾りޙφσ

2 ⁨ 4#1（418） 土師器 ࿶ （14�7） 3�8 ࢒ － ややೈ質 ᒵ色 ᒵ色 回సφσ 回సφσ

3 ⁨ 4#7（41198） 緑釉陶器 ࿶ （16�0） 4�7 ࢒ － 質ߗ ଻土ɿ明੨灰色 釉ɿ灰ന色 回సφσ 回సφσ

4 ⁨ 4#7（41198） 土師器 ࿶ （15�6） 6�6 （8�4） ややೈ質 灰ന色 灰ന色 回సφσ 回సφσ

5 ⁨ 4#7（41233） 土師質土器 ߳࿍ 16�2 8�3 － 質ߗ 灰ന色 ୶ԫᒵ色 回సφσ 回సφσ、ϔϥέズリޙφσ

6 ⁨ 4#7（41230） 土師器 ࿶ － 1�6 ࢒ （6�3） ややೈ質 灰ന色 灰ന色 回సφσ 回సφσ、回సࢳ੾り

7 ⁨ 4#9（41275） 須恵器 杯 － 1�5 ࢒ （8�4） 質ߗ ੨灰色 ੨灰色 回సφσ 回సφσ

8 ⁨ 4#7・10（41237） 土師器 杯 （13�5） 3�5 （6�2） ややೈ質 灰ന色 灰ന色 回సφσ 回సφσ、ϔϥ੾り、൘໨

9 ⁨ 4#7・10（41237） 土師質土器 ୆٭ － 3�3 ࢒ （15�0） ややೈ質 にͿいᒵ色 にͿいᒵ色 φσ φσ

10 ⁨ 4#7・10（411103） 土師器 ࿶ － 0�9 ࢒ 4�8 ややೈ質 灰ന色 灰ന色 回సφσ 回సφσ、回సࢳ੾り

11 ⁨ 4#10（41283） 土師器 杯 （12�8） 3�1 （7�2） ややೈ質 灰ന色 灰ന色 回సφσ 回సφσ、回సࢳ੾り

12 ⁨ 4#10（4,8） 土師器 杯 （12�6） 3�5 （6�4） ややೈ質 灰ന色 灰ന色 回సφσ 回సφσ、回సϔϥ੾り

13 ⁨ 4#10（41278） 土師器 ࿶ʁ － 3�2 ࢒ － ややೈ質 ᒵ色 灰ന色 回సφσޙφσ 回సφσޙタςϋέ

14 ⁨ 4#10（41166） 須恵器 ୹ᰍᆵ （10�0） 3�2 ࢒ － 質ߗ ੨灰色 ੨灰色 回సφσ 回సφσ

15 ⁨ 4#10（41283） 緑釉陶器 皿 （14�2） 2�2 ࢒ － ややೈ質 ଻土ɿ灰ന色 釉ɿ୶ԫ緑色 回సφσ 回సφσ

16 ⁨ 4#10（41283） 黒色土器 ࿶ － 0�6 ࢒ 8�8 質ߗ 黒色 ੺׊色 回సφσ 回సφσ

17 ⁨ 4#11（41300） 土師質土器 ᙈ （15�6） 7�2 ࢒ － ややೈ質 にͿいԫᒵ色 にͿいԫᒵ色 φσ φσ

18 ⁨ 4#12（411111） 灰釉陶器 ࿶ （16�2） 3�1 ࢒ － 質ߗ ଻土ɿ灰ԫ色 釉ɿ灰ԫ色 回సφσ 回సφσ

19 ⁨ 4#12（411111） 土師器 杯 － 1�3 ࢒ 4�1 ややೈ質 灰ന色 灰ന色 回సφσ 回సφσ、回సࢳ੾り

20 ⁨ 4#12（41208） 緑釉陶器 ࿶ － 3�1 ࢒ 6�0 質ߗ ଻土ɿ灰色 釉ɿԫ緑色 回సφσ 回సφσ

21 ⁨ 4#17（41397） 土師器 皿 9�1 2�3 4�0 ややೈ質 ઙԫᒵ色 ઙԫᒵ色 回సφσ 回సφσ、回సࢳ੾り

22 ⁨ 4#17（41130） 土師器 皿 （8�6） 1�9 （4�8） ややೈ質 灰ന色 灰ന色 回సφσ 回సφσ

23 ⁨ 41365 土師器 皿 4�7 0�8 4�1 ややೈ質 ᒵ色 ᒵ色 回సφσޙφσ 回సφσޙφσ

24 ⁨ 41365 土師器 皿 5�5 1�0 4�2 ややೈ質 ᒵ色 ᒵ色 回సφσ 回సφσ、回సࢳ੾り

25 ⁨ 41240 黒色土器 ࿶ － 1�3 ࢒ 7�7 ややೈ質 黒׊色 灰ന色 回సφσ 回సφσ

26 ⁨ 4190 土師器 杯 （8�8） 1�8 5�4 ややೈ質 ᒵ色 ᒵ色 回సφσ 回సφσ

27 ⁨ 41378 土師器 ࿶ － 3�4 ࢒ 6�2 ややೈ質 灰ന色 灰ന色 回సφσ 回సφσ、回సࢳ੾り

28 ⁨ 41385 土師器 杯 12�4 4�1 6�0 ややೈ質 にͿいᒵ色 にͿいᒵ色 回సφσ 回సφσ、回సࢳ੾り

29 ⁨ 41434 土師器 杯 10�8 2�4 6�0 ややೈ質 ઙԫᒵ色 ઙԫᒵ色 回సφσ 回సφσ、φσ

30 ⁨ 41368 土師器 ࿶ （12�5） 4�4 5�8 ややೈ質 灰ന色 灰ന色 回సφσ 回సφσ、回సࢳ੾り

31 ⁨ 41195 黒色土器 ࿶ （17�4） 3�8 ࢒ － ややೈ質 黒色 にͿいԫᒵ色 回సφσޙϛΨΩ 回సφσ

32 ⁨ 41391 土製品 土製ԁ൫ ܘ 1�9 ް 0�7 － ややೈ質 － 灰ന色 － φσ

33 ⁨ 41244 須恵器 杯 － 4�1 ࢒ （6�6） 質ߗ 灰ന色 灰ന色 回సφσ 回సφσ、൘໨ѹࠟ

34 ⁨ 41361 ന磁 ࿶ － 3�6 ࢒ － 質ߗ ଻土ɿ灰ന色 釉ɿ灰ന色 回సφσ 回సφσ

35 ⁨ 41218 ന磁 ࿶ － 2�4 ࢒ － 質ߗ ଻土ɿ灰ന色 釉ɿ灰ന色 回సφσ 回సφσ、ॎ۳花ห文

36 ⁨ 41185 ੨磁 ࿶ （17�0） 6�0 （8�0） 質ߗ ଻土ɿ灰ന色 釉ɿઙԫ色 回సφσ 回సφσ、Ϥコφσ

37 ⁨ 41257（4#8） 須恵器 ௕ᰍᆵ － 7�1 ࢒ － 質ߗ 明੨灰色 明੨灰色 回సφσ 回సφσ

38 ⁨ 41427 土師器 ᙈ （21�6） 5�0 ࢒ － ややೈ質 灰ന色 ᒵ色 回సφσ 回సφσ

39 ⁨ 41201 土師質土器 ು （24�4） 6�8 ࢒ － 質ߗ にͿいԫᒵ色 ઙԫᒵ色 Ϥコφσ、Ϥコϋέ Ϥコφσ、ΦαΤ、平行タタΩ

40 ⁨ 41109 土製品 ๮状土਴ ܘ 1�1 ௕さ 9�0 ܘ޸ 0�5 ややೈ質 － 灰ന色 － φσ

41 ⁨ 41306 土製品 土਴ ܘ 1�7 ௕さ 4�1 ܘ޸ 0�5 ややೈ質 － 灰ന色 ਊࡐൈきऔり φσ

42 ⁨ 4,3 土師器 ᙈ － 4�3 ࢒ － ややೈ質 にͿいᒵ色 にͿいᒵ色 φσ φσ

43 ⁨ 4,7 土師器 杯 － 1�8 ࢒ 4�6 ややೈ質 灰ന色 灰ന色 回సφσ 回సφσ、回సϔϥ੾り

44 ⁨ 4,7 土師器 杯 － 1�6 ࢒ 5�0 ややೈ質 ୶੺ᒵ色 ୶੺ᒵ色 回సφσ 回సφσ、ࢳ੾りޙφσ

45 ⁨ 4,7 土師器 ࿶ － 1�9 ࢒ （7�0） ややೈ質 灰ന色 灰ന色 回సφσ 回సφσ、回సࢳ੾り

46 ⁨ 4,7 土師器 ࿶ － 2�1 ࢒ 6�0 ややೈ質 灰ԫ׊色 にͿいԫᒵ色 回సφσ 回సφσ、φσ

47 ⁨ 4,7 黒色土器 ࿶ － 1�7 ࢒ 7�2 ややೈ質 灰色׊ 灰ന色 回సφσ 回సφσ、回సࢳ੾り

48 ⁨ 4,11 土師器 杯 － 4�1 ࢒ 7�2 ややೈ質 にͿいᒵ色 にͿいᒵ色 回సφσ 回సφσ、φσ

49 ⁨ 4,10 土師器 皿 （7�2） 0�8 6�0 ややೈ質 ᒵ色 ᒵ色 回సφσ 回సφσ、回సࢳ੾り

50 ⁨ 4,10 土師器 杯 － 0�8 ࢒ 4�7 ややೈ質 ᒵ色 ᒵ色 回సφσ 回సφσ、回సࢳ੾り

51 ⁨ 4,10 土師器 杯 － 1�5 ࢒ 4�9 ややೈ質 ᒵ色 ᒵ色 回సφσ 回సφσ、回సࢳ੾り

52 ⁨ 4,10 土師器 杯 （13�2） 3�4 ࢒ － ややೈ質 にͿいᒵ色 にͿいᒵ色 回సφσ 回సφσ

53 ⁨ 4,10 土師器 杯 （13�0） 3�1 ࢒ － ややೈ質 ઙԫᒵ色 ઙԫᒵ色 回సφσ 回సφσ

54 ⁨ 4,10 土師質土器 ଍ು － 9�2 ࢒ － ややೈ質 灰ന色 灰ന色 ϋέޙφσ、φσ φσ

ද̎ɹग़౔౔ثɾ౔੡඼࡯؍ද
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番号 地۠ 遺構 器種 器ܗ
法ྔ （ᶲ）

ম成
色調 調੔

口ܘ 器高 ఈܘ ಺面 ֎面 ಺面 ֎面

55 ⁨ 4,10 土師質土器 ଍ು （25�2） 8�7 ࢒ － ややೈ質 にͿいԫᒵ色 にͿいԫᒵ色 Ϥコϋέ タςϋέޙφσ

56 ⁨ 4,10 瓦質土器 ଍ು （21�6） 10�9 － ややೈ質 にͿいԫᒵ色 にͿいԫᒵ色 Ϥコφσ、Ϥコϋέ ϋέޙφσ、֨子໨タタΩ

57 ⁨ 4T1 土師器 皿 10�3 2�0 4�5 ややೈ質 ᒵ色 ᒵ色 回సφσ 回సφσ、回సࢳ੾り

58 ⁨ 4T1 土師器 皿 10�2 1�9 6�5 ややೈ質 ᒵ色 ᒵ色 回సφσ 回సφσ、ࢳ੾り、ম成ޙఈ෦ઠ޸

59 ⁨ 4T1 土師器 杯 12�9 4�0 5�0 ややೈ質 ᒵ色 ᒵ色 回సφσ 回సφσ、回సࢳ੾り

63 ⁨ 4%3 ੨磁 ࿶ － 3�4 ࢒ － 質ߗ ଻土ɿ灰ന色 釉ɿ緑灰色 回సφσ 回సφσ、᭩࿇ห文

64 ⁨ 4%3 須恵器 杯 － 2�5 ࢒ 6�0 質ߗ 明੨灰色 明੨灰色 回సφσ、Ϥコφσ 回సφσ、൘໨ѹࠟ

65 ⁨ 4%5 瓦質土器 ᙈ － 6�5 ࢒ － ややೈ質 灰ന色 灰ന色 Ϥコφσ、ΦαΤ Ϥコφσ、֨子໨タタΩ

66 ⁨ 4%6 土師器 皿 （7�2） 1�1 （6�0） ややೈ質 ᒵ色 ᒵ色 回సφσ 回సφσ、回సࢳ੾り

67 ⁨ 4%6 瓦質土器 ଍ು （28�2） 10�3 ࢒ － ややೈ質 灰ന色 灰色׊ Ϥコϋέޙタςϋέ タςϋέޙϤコφσ、平行タタΩ

68 ⁨ 4E1 土師器 杯 9�4 2�0 4�7 ややೈ質 ୶ᒵ色 ୶ᒵ色 回సφσ 回సφσ、回సࢳ੾り

69 ⁨ 4E1 土師器 杯 － 1�4 ࢒ （7�0） ややೈ質 にͿいԫᒵ色 にͿいԫᒵ色 回సφσ 回సφσ、回సࢳ੾り

70 ⁨ 4E1 土師器 杯 － 1�1 ࢒ 4�5 ややೈ質 灰ന色 灰ന色 回సφσ 回సφσ、回సࢳ੾り

71 ⁨ 4E1 土師器 杯 － 1�4 ࢒ （5�6） ややೈ質 にͿいԫᒵ色 灰ԫ׊色 回సφσ 回సφσ、回సࢳ੾り

72 ⁨ 4E1 土師器 ࿶ － 3�2 ࢒ （5�0） ೈ質 ઙԫᒵ色 ઙԫᒵ色 回సφσ 回సφσ

73 ⁨ 4E1 土師器 ࿶ 15�6 6�2 6�2 ややೈ質 にͿいԫᒵ色 にͿいԫᒵ色 回సφσޙϛΨΩ 回సφσ、൘໨ѹࠟ

74 ⁨ 4E1 土師器 ࿶ 15�8 6�3 6�6 ややೈ質 灰ന色 灰ന色 回సφσޙϛΨΩ、ϔϥඳき文 回సφσ、൘໨ѹࠟ

75 ⁨ 4E1 須恵器 ᙈ － 6�2 ࢒ － 質ߗ ੨灰色 ੨灰色 タタΩޙφσ 平行タタΩ

76 ⁨ 4E1 土師器 杯 （14�9） 2�2 ࢒ － ややೈ質 灰ന色 灰ന色 回సφσ 回సφσ

77 ⁨ 4E1 瓦 ؙ瓦 ް 1�9 8�5 ࢒ － ややೈ質 にͿい׊色 にͿいԫᒵ色 Ϥコφσ 平行タタΩ

78 ⁨ 4E2 土師器 皿 12�9 2�5 6�0 ややೈ質 にͿいԫᒵ色 にͿいԫᒵ色 回సφσ 回సφσ、൘໨ޙφσ

79 ⁨ 4E2 土師質土器 ෇皿٭ － 1�9 ࢒ （8�6） ややೈ質 灰ന色 灰ന色 回సφσ 回సφσ、回సࢳ੾り、ΦαΤ

80 ⁨ 4E2 土師器 杯 － 1�0 ࢒ 4�7 ೈ質 明ԫ׊色 明ԫ׊色 回సφσޙΦαΤ 回సφσ、回సࢳ੾り

81 ⁨ 4E2 瓦質土器 ଍ು（٭） － 9�1 ࢒ － ややೈ質 － 灰ന色 － ΦαΤ

82 ⁨ 493 土師器 杯 － 1�9 ࢒ （7�4） ややೈ質 にͿいᒵ色 にͿいᒵ色 ຏ໓ ຏ໓

83 ⁨ 496 土師器 杯 11�7 3�0 5�5 ややೈ質 灰ന色 灰ന色 回సφσ 回సφσ、回సࢳ੾り

84 ⁨ 496 土師器 杯 （11�4） 3�0 （5�3） ややೈ質 にͿいԫᒵ色 灰ന色 回సφσ 回సφσ、回సࢳ੾り

85 ⁨ 496 土師器 ࿶ （13�0） 4�8 6�2 ややೈ質 灰ന色 灰色׊ 回సφσޙφσ 回సφσ、Ϥコφσ

86 ⁨ 496 黒色土器 ࿶ － 3�3 ࢒ 8�7 ややೈ質 灰ന色 にͿいԫᒵ色 回సφσ 回సφσ

87 ⁨ 496 緑釉陶器 ࿶ － 1�8 ࢒ 5�7 質ߗ ଻土ɿ׊灰色 釉ɿԫ緑色 回సφσ 回సφσ、۳໨文

88 ⁨ 496 瓦質土器 ു － 3�3 ࢒ （10�6） ややೈ質 灰ന色 灰ന色 回సφσ 回సφσ、回సࢳ੾り

89 ⁨ 496 黒色土器 ࿶ 14�8 6�0 8�2 ややೈ質 黒׊色 灰ന色 回సφσ 回సφσ

90 ⁨ 496 黒色土器 ࿶ － 5�8 ࢒ 8�3 ややೈ質 灰色׊ 灰ന色 回సφσ 回సφσ

91 ⁨ 497 土師器 皿 7�5 0�9 6�2 ややೈ質 ԫᒵ色 ԫᒵ色 回సφσ 回సφσ、回సࢳ੾り

92 ⁨ 497 土師器 皿 （7�3） 0�9 （5�7） ややೈ質 ᒵ色 ᒵ色 回సφσ 回సφσ、回సࢳ੾り

93 ⁨ 497 土師器 皿 6�8 1�2 7�0 ややೈ質 ԫᒵ色 ԫᒵ色 回సφσ 回సφσ、ࢳ੾り、൘໨

94 ⁨ 497 土師器 皿 7�6 1�0 6�4 ややೈ質 ԫᒵ色 ԫᒵ色 回సφσ 回సφσ、ࢳ੾り、൘໨

95 ⁨ 497 土師器 杯 14�3 5�1 6�3 ややೈ質 にͿいԫᒵ色 にͿいԫᒵ色 回సφσ 回సφσ、回సࢳ੾り

96 ⁨ 495 土師質土器 ଍ು （23�6） 15�2 ࢒ － ややೈ質 ԫ灰色 ᒵ色 Ϥコφσ、ૈいϋέ໨ φσ、֨子໨タタΩ

99 ⁩ 4#18（41666） 土師器 皿 7�8 1�2 5�4 ややೈ質 ᒵ色 ᒵ色 回సφσ 回సφσ、൘໨ѹࠟ

100 ⁩ 4#22（41701） 土師器 杯 （11�8） 2�4 （6�0） ややೈ質 ԫ灰色 ԫ灰色 回సφσ 回సφσ、ࢳ੾りޙφσ

101 ⁩ 4#22（41699） 瓦質土器 Ꭼു （29�4） 4�7 ࢒ － ややೈ質 ҉灰色 ҉灰色 ണ落 Ϥコφσ

102 ⁩ 4#23（41709） 土師器 杯 － 1�6 ࢒ 6�0 ややೈ質 灰ന色 灰ന色 回సφσ 回సφσ、回సࢳ੾り

103 ⁩ 4#24（41716） 土師器 杯 （12�3） 2�4 （6�2） ややೈ質 灰ന色 灰ന色 回సφσ 回సφσ、回సࢳ੾り

104 ⁩ 4#24（41715） 瓦質土器 ು － 5�7 ࢒ － 質ߗ 灰色 灰色 φσ φσ

105 ⁩ 4#25（41814） ੨磁 皿 － 3�8 ࢒ （14�2） 質ߗ ଻土ɿ灰ന色 釉ɿΦリーϒ灰色 回సφσ、࿇ห 回సφσ

106 ⁩ 4#25（41818） 土師質土器 ുʁ － 2�4 ࢒ （8�4） ややೈ質 にͿいԫᒵ色 にͿいԫᒵ色 回సφσ 回సφσ、έズリ

108 ⁩ 4#27（41831） 土師器 ᙈ （28�5） 4�6 ࢒ － ややೈ質 灰ന色 灰ന色 回సφσ 回సφσ

109 ⁩ 4#31（41777） 土師器 杯 （9�0） 2�5 5�1 ややೈ質 にͿいᒵ色 にͿいᒵ色 回సφσ 回సφσ、回సࢳ੾り

110 ⁩ 41603 土師器 皿 5�5 0�9 4�6 ややೈ質 ᒵ色 ᒵ色 回సφσ 回సφσ、回సࢳ੾り

111 ⁩ 41554 土師器 皿 6�6 1�5 4�2 ややೈ質 灰ന色 灰ന色 回సφσޙφσ 回సφσ

112 ⁩ 41462 土師器 杯 （8�5） 1�5 （4�4） ややೈ質 灰ന色 灰ന色 回సφσ 回సφσ、回సࢳ੾り

113 ⁩ 41603 土師器 杯 （7�9） 1�5 3�3 ややೈ質 にͿいԫᒵ色 にͿいԫᒵ色 回సφσ 回సφσ、回సࢳ੾り

114 ⁩ 41602 土師器 杯 － 1�5 ࢒ （4�6） ややೈ質 灰ന色 灰ന色 回సφσ 回సφσ、回సࢳ੾り
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115 ⁩ 41571 土師器 杯 － 1�9 ࢒ 5�0 ややೈ質 灰ന色 灰ന色 回సφσޙφσ 回సφσ、ࢳ੾りޙ൘໨、φσ

116 ⁩ 41771 土師器 杯 （13�2） 2�2 6�0 ややೈ質 灰色׊ にͿいԫᒵ色 回సφσ、φσ 回సφσ、൘໨ޙφσ

117 ⁩ 41676 土師器 杯 （12�8） 2�8 4�5 ややೈ質 にͿいԫᒵ色 にͿいԫᒵ色 回సφσޙφσ 回సφσ、回సࢳ੾り

118 ⁩ 41788 土師器 杯 （12�8） 3�1 （5�6） ややೈ質 灰ന色 灰ന色 回సφσޙφσ 回సφσޙφσ、൘໨ޙφσ

119 ⁩ 41470 土師器 ࿶ （15�6） 5�1 （6�6） ややೈ質 ઙԫᒵ色 ઙԫᒵ色 回సφσ 回సφσ

120 ⁩ 41729 土師器 ࿶ － 4�2 ࢒ 6�4 ややೈ質 灰ന色 灰ന色 回సφσ 回సφσ、Ϥコφσ

121 ⁩ 41492 土師器 ࿶ （13�4） 3�0 ࢒ － ややೈ質 ઙԫᒵ色 ઙԫᒵ色 回సφσ 回సφσ

122 ⁩ 41496 土師器 ࿶ － 3�4 ࢒ （7�4） ややೈ質 灰ന色 灰ന色 回సφσޙφσ、ΦαΤ 回సφσޙφσ、Ϥコφσ

123 ⁩ 41849 土師器 ࿶ － 1�6 ࢒ 6�0 ややೈ質 灰ന色 灰ന色 回సφσ 回సφσ、Ϥコφσ

124 ⁩ 41849 土師器 ࿶ － 3�2 ࢒ （6�3） ややೈ質 灰ԫ׊色 にͿいԫᒵ色 回సφσޙΦαΤ 回సφσ、൘໨ѹࠟ

125 ⁩ 41613 土師器 ു 9�0 5�6 － ややೈ質 にͿいԫᒵ色 にͿいԫᒵ色 Ϥコφσ、ΦαΤ ΦαΤ

126 ⁩ 411108 土師器 ᙈ （12�7） 6�0 ࢒ － ややೈ質 ୶੺ᒵ色 にͿいᒵ色 Ϥコφσ Ϥコφσ、タςϋέ

127 ⁩ 41519 ന磁 ࿶ － 2�3 ࢒ － 質ߗ ଻土ɿ灰ന色 釉ɿ灰ന色 回సφσ 回సφσ

128 ⁩ 41706 瓦質土器 Ꭼു － 3�9 ࢒ － ややೈ質 灰ന色 黒׊色 ണ落、Ꭼ໨ Ϥコφσ、ΦαΤ

129 ⁩ 41603 瓦質土器 ು （26�6） 4�6 ࢒ － ややೈ質 ҉灰色 ҉灰色 Ϥコφσ Ϥコφσ、タタΩ

130 ⁩ 41544 瓦質土器 ᙈ － 6�3 ࢒ － ややೈ質 灰色׊ 灰色׊ Ϥコφσ φσ、֨子໨タタΩ

131 ⁩ 41574 瓦質土器 ു （41�0） 11�8 ࢒ － ややೈ質 ԫ灰色 ԫ灰色 Ϥコϋέޙφσ Ϥコφσ、φσ

132 ⁩ 41736 瓦質土器 ଍ು（٭） － 13�6 ࢒ － ややೈ質 － 灰ന色 － ΦαΤ

133 ⁩ 41736 土師質土器 ଍ು（٭） － 13�6 ࢒ － ややೈ質 － 灰ന色 － ΦαΤ

134 ⁩ 41565 瓦質土器 ು （19�8） 6�3 ࢒ － ややೈ質 ҉灰色 ҉灰色 Ϥコφσ ണ落

135 ⁩ 4,17 土師器 皿 8�6 1�7 5�3 ややೈ質 灰ന色 灰ന色 回సφσ 回సφσ、回సࢳ੾り

136 ⁩ 4,21 土師器 杯ʁ （6�8） 2�7 （5�4） ややೈ質 灰ന色 灰色׊ 回సφσ 回సφσ、ࢳ੾りޙφσ

137 ⁩ 4,22 土師器 杯 （14�0） 3�1 （8�0） ややೈ質 灰ന色 灰ന色 回సφσ 回సφσ、回సࢳ੾り

138 ⁩ 4,22 瓦質土器 ു （20�0） 4�6 ࢒ － ややೈ質 黒׊色 黒׊色 Ϥコφσ Ϥコφσ

139 ⁩ 4E5 土師器 皿 （10�6） 1�8 （6�2） ややೈ質 灰ന色 灰ന色 回సφσ 回సφσ、回సࢳ੾り

140 ⁩ 4E5 瓦質土器 Ꭼു － 3�7 ࢒ － 質ߗ 灰色 灰色 Ϥコφσ、Ꭼ໨ φσ、ΦαΤ

141 ⁩ 4%10 ੨磁 皿 （10�0） 2�1 （3�8） 質ߗ ଻土ɿ灰ന色 釉ɿ灰Φリーϒ色 回సφσ 回సφσ

142 ⁩ 4%11 瓦質土器 ଍ು （18�4） 11�2 ࢒ － ややೈ質 灰ന色 黒色 Ϥコφσ、Ϥコϋέ ϋέޙφσ

143 ⁩ 4910 土師器 杯 （11�5） 3�0 5�4 ೈ質 灰ന色 灰ന色 回సφσޙϤコφσ、φσ 回సφσ、൘໨ѹࠟ

144 ⁩ 4910 土師器 杯 （12�8） 3�8 （7�0） ややೈ質 にͿいԫᒵ色 にͿいԫᒵ色 回సφσ 回సφσ、ϔϥ੾ޙφσ、൘໨

145 ⁩ 4910 土師器 杯 （12�4） 4�0 （4�9） ややೈ質 灰ന色 灰ന色 回సφσ 回సφσ

146 ⁩ 4910 土師器 杯 （12�8） 4�5 （8�6） ややೈ質 にͿいԫᒵ色 にͿいԫᒵ色 回సφσ 回సφσ、回సϔϥ੾り

147 ⁩ 4910 土師器 杯 （12�8） 3�6 （7�0） ややೈ質 灰ന色 灰ന色 回సφσ 回సφσ、回సϔϥ੾り

148 ⁩ 4910 土師器 杯 － 1�3 ࢒ （8�0） ೈ質 ઙԫᒵ色 ઙԫᒵ色 回సφσ 回సφσ、回సϔϥ੾り

149 ⁩ 4910 土師器 杯 － 3�4 ࢒ （7�2） ೈ質 灰ന色 灰ന色 回సφσ 回సφσ、回సϔϥ੾り

150 ⁩ 4910 土師器 杯 － 2�3 ࢒ 6�9 ややೈ質 灰ന色 灰ന色 回సφσ 回సφσ、ϔϥ੾ޙφσ、൘໨

151 ⁩ 4910 土師器 杯 － 2�1 ࢒ （9�6） ややೈ質 ઙԫᒵ色 ઙԫᒵ色 回సφσ 回సφσ、ϔϥ੾ޙφσ、൘໨

152 ⁩ 4910 土師器 ࿶ － 2�3 ࢒ （6�6） ややೈ質 ᒵ色 ઙԫᒵ色 回సφσ 回సφσ、ϔϥ੾ޙφσ

153 ⁩ 4910 土師器 ࿶ － 3�9 ࢒ 7�4 ややೈ質 灰ന色 灰ന色 回సφσ 回సφσ、Ϥコφσ

154 ⁩ 4910 須恵器 杯֖ 14�1 2�3 － 質ߗ 灰ന色 灰ന色 回సφσ 回సφσ、回సϔϥέズリ

155 ⁩ 4910 須恵器 杯֖ （14�8） 1�5 ࢒ － 質ߗ 灰色 灰色 回సφσ 回సφσ、回సϔϥέズリ

156 ⁩ 4910 須恵器 杯֖ （15�6） 1�0 － ややೈ質 灰ന色 灰ന色 回సφσ 回సφσ、回సϔϥέズリ

157 ⁩ 4910 須恵器 杯֖ （15�0） 1�8 ࢒ － ややೈ質 灰ന色 灰ന色 回సφσ 回సφσ

158 ⁩ 4910 須恵器 杯֖ － 1�6 ࢒ － ややೈ質 灰ന色 灰ന色 回సφσ 回సφσ、回సϔϥέズリ

159 ⁩ 4910 須恵器 杯֖ （10�9） 1�5 （5�4） 質ߗ 灰ന色 灰ന色 回సφσ 回సφσ、回సϔϥέズリ

160 ⁩ 4910 須恵器 杯 12�8 4�5 7�2 ややೈ質 ઙԫ色 ઙԫ色 回సφσ 回సφσ、回సϔϥ੾り

161 ⁩ 4910 須恵器 杯 13�2 3�5 8�0 質ߗ 灰ന色 灰ന色 回సφσ、φσ 回సφσ、ϔϥ੾ޙφσ、൘໨

162 ⁩ 4910 須恵器 杯 12�8 3�7 7�3 ややೈ質 灰ന色 灰ന色 回సφσ 回సφσ、ϔϥ੾ޙφσ

163 ⁩ 4910 須恵器 杯 （12�6） 4�5 （4�2） ややೈ質 灰ന色 灰ന色 回సφσ 回సφσ、ϔϥ੾ޙφσ

164 ⁩ 4910 須恵器 杯 12�1 3�8 6�8 質ߗ 灰ന色 灰ന色 回సφσ、φσ 回సφσ、ϔϥ੾ޙφσ

165 ⁩ 4910 須恵器 杯 12�8 4�2 6�9 ややೈ質 にͿいԫᒵ色 にͿいԫᒵ色 回సφσ、φσ 回సφσ、ϔϥ੾ޙφσ、൘໨

166 ⁩ 4910 須恵器 杯 12�6 4�0 7�8 質ߗ 灰ന色 灰ന色 回సφσ、φσ 回సφσ、ϔϥ੾ޙφσ

167 ⁩ 4910 須恵器 杯 （16�0） 5�4 8�2 質ߗ 灰ന色 灰ന色 回సφσ 回సφσ

168 ⁩ 4910 須恵器 杯 （14�8） 5�2 7�6 質ߗ 灰色 灰色 回సφσ、φσ 回సφσ、φσ
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169 ⁩ 4910 須恵器 杯 － 3�6 ࢒ （7�0） 質ߗ 灰色 灰色 回సφσ 回సφσ

170 ⁩ 4910 須恵器 杯 － 2�3 ࢒ （7�4） 質ߗ 灰色 灰色 回సφσ 回సφσ、φσ

171 ⁩ 4910 須恵器 杯 － 2�9 ࢒ （7�3） ややೈ質 にͿいԫᒵ色 にͿいԫᒵ色 回సφσ 回సφσ、回సϔϥ੾り

172 ⁩ 4910 須恵器 杯 － 4�7 ࢒ （7�6） 質ߗ 灰ന色 灰ന色 回సφσ、φσ 回సφσ、ϔϥ੾ޙφσ

173 ⁩ 4910 土師器 皿 （15�5） 2�1 （11�0） ややೈ質 ᒵ色 ᒵ色 回సφσ 回సφσ、ϔϥ੾ޙφσ

174 ⁩ 4910 須恵器 皿 （14�2） 2�1 （8�2） ややೈ質 灰ന色 灰ന色 回సφσ、φσ 回సφσ、回సϔϥ੾り

175 ⁩ 4910 緑釉陶器 皿ʁ － 1�9 ࢒ － ೈ質 ଻土ɿ灰ന色 釉ɿ୶ԫ緑色 回సφσ 回సφσ

176 ⁩ 4910 緑釉陶器 ළʁ － 6�1 ࢒ － ややೈ質 ଻土ɿઙԫᒵ色 釉ɿ明ԫ緑色 回సφσ、φσ 回సφσ、回సϔϥέズリ

177 ⁩ 4910 緑釉陶器 ළʁ － 1�6 ࢒ （18�5） ややೈ質 ଻土ɿ灰ന色 釉ɿ明ԫ緑色 回సφσ 回సφσ、回సϔϥέズリ

178 ⁩ 4910 須恵器 ᙈ （16�6） 3�2 ࢒ － 質ߗ 灰色 灰色 回సφσ 回సφσ

179 ⁩ 4910 須恵器 ᙈ － 2�5 ࢒ （15�0） 質ߗ 灰色 灰色 回సφσ 回సφσ、φσ

180 ⁩ 4910 須恵器 ᙈ － 9�3 ࢒ － 質ߗ 灰色 灰色 ಉ心ԁタタΩ 平行タタΩ

181 ⁩ 4910 土師器 ᙈ － 10�1 ࢒ － ややೈ質 灰ന色 ᒵ色 Ϥコφσ Ϥコφσ、タςϋέ

182 ⁩ 4910 土製品 土਴ ܘ 1�6 ௕さ 4�1 ܘ޸ 0�5 質ߗ － 灰ന色 ਊࡐൈきऔり φσ

183 ⁩ 4910 土製品 ᆁᆗ － ްさ（2�5） － ややೈ質 灰ന色 灰ന色 ෍໨ ΦαΤ

184 ⁩ 4910 土製品 Ӌ口 ܘ 7�1 9�7 ࢒ ܘ޸ 3�2 ややೈ質 ଻土ɿᒵ色 ඃ೤෦ɿ灰色 ਊࡐൈきऔり ΦαΤ

185 ⁩ 4911 土製品 Ӌ口 ܘ 8�0 ௕さ 13�2 ܘ޸ 4�0 ややೈ質 ଻土ɿᒵ色 ඃ೤෦ɿ灰色 ਊࡐൈきऔり、ΦαΤ ΦαΤ、φσ

190 ᶠc 4#34（41913） ੨磁 ࿶ （14�2） 2�9 ࢒ － 質ߗ ଻土ɿ灰ന色 釉ɿΦリーϒ灰色 回సφσ 回సφσ、࿇ห文

191 ᶠc 4#35（41921） 土師器 皿 （7�6） 1�2 4�4 ややೈ質 灰ന色 灰ന色 回సφσ 回సφσ、回సࢳ੾り

192 ᶠc 4#35（41919） 土師器 杯 （10�8） 2�1 （5�0） ややೈ質 灰色׊ にͿいԫᒵ色 回సφσ、φσ 回సφσ、൘໨ѹࠟ

193 ᶠc 4#35（41945） 土師器 杯 （12�2） 2�8 （4�2） ややೈ質 ઙԫᒵ色 ઙԫᒵ色 回సφσ 回సφσ、ࢳ੾りޙ൘໨

194 ᶠc 4#35（41921） 土師器 杯 （11�2） 3�0 （4�8） ややೈ質 ᒵ色 ᒵ色 回సφσ 回సφσ、φσ

195 ᶠc 4#35（41918） 土師器 杯 （11�2） 3�2 4�4 ややೈ質 ᒵ色 ᒵ色 回సφσ 回సφσ、回సࢳ੾り

196 ᶠc 4#35（41923） 土師器 杯 （11�4） 2�5 （4�0） ややೈ質 灰ന色 灰ന色 回సφσ 回సφσ、ࢳ੾りޙ൘໨

197 ᶠc 4#35（41917） 土師器 杯 － 1�7 ࢒ 5�0 質ߗ 灰ԫ׊色 灰ԫ׊色 回సφσ、φσ 回సφσ、൘໨ѹࠟ

198 ᶠc 4#35（41919） 土師器 皿 － 0�5 ࢒ （4�6） ややೈ質 灰ന色 灰ന色 回సφσ、φσ 回సφσ、ࢳ੾りޙ൘໨

199 ᶠc 4#35（41947） ੨磁 ࿶ （18�4） 7�8 6�2 質ߗ ଻土ɿ灰ന色 釉ɿ明Φリーϒ灰色 回సφσ、花文 回సφσ、࿇ห文、ཕ文

200 ᶠc 4#35（41919） 瓦質土器 ଍ು － 5�3 ࢒ － ややೈ質 灰ന色 灰ന色 Ϥコφσ Ϥコφσ

201 ᶠc 4#35（41919） 土師質土器 ଍ು（٭） － 7�9 ࢒ － ややೈ質 － 灰ന色 － ΦαΤ

202 ᶠc 4#35（41917） 土師器 ᙈ （31�8） 21�3 ࢒ － ややೈ質 灰ന色 黒׊色 Ϥコφσ、ϔϥέズリ、タタΩ Ϥコφσ、タタΩ

203 ᶠc 4#36（41974） 土師器 杯 － 2�2 ࢒ （5�2） ややೈ質 にͿいԫᒵ色 にͿいԫᒵ色 回సφσ、φσ 回సφσ、ࢳ੾りޙφσ、൘໨

204 ᶠc 4#36（41974） 瓦質土器 ുʁ （24�6） 5�0 （18�6） 質ߗ 灰色׊ 灰色׊ 回సφσ、ΦαΤ 回సφσ、φσ、ΦαΤ

205 ᶠc 41939 土師器 皿 （9�0） 2�4 （5�0） ೈ質 ઙԫᒵ色 ઙԫᒵ色 回సφσ 回సφσ、回సࢳ੾り

206 ᶠc 41875 土師器 皿 （7�8） 1�6 （4�2） ややೈ質 灰ന色 灰ന色 回సφσ、φσ 回సφσ、φσ

207 ᶠc 41875 土師器 杯 － 1�4 ࢒ （4�5） ややೈ質 にͿいԫᒵ色 にͿいԫᒵ色 回సφσ 回సφσ、回సࢳ੾り

208 ᶠc 41895 土師器 杯 12�0 2�5 5�5 質ߗ 灰ԫ׊色 灰ԫ׊色 回సφσ、φσ 回సφσ、回సࢳ੾り

209 ᶠc 41890 土師器 杯 （10�7） 2�8 （5�4） ややೈ質 灰ന色 灰ന色 回సφσ、φσ 回సφσ、φσ、൘໨

210 ᶠc 41980 土師器 杯 （13�8） 3�8 （5�0） ややೈ質 灰ന色 灰ന色 回సφσ 回సφσ、回సࢳ੾り

211 ᶠc 41976 土師器 柱状高୆杯 － 2�6 ࢒ 4�6 ややೈ質 ᒵ色 ᒵ色 回సφσ、φσ 回సφσ、回సࢳ੾り

212 ᶠc 41982 土師器 ࿶ － 2�1 ࢒ 6�4 ややೈ質 ઙԫᒵ色 ઙԫᒵ色 回సφσ、ϛΨΩφσ 回సφσ、ϔϥ੾りޙφσ

213 ᶠc 4,25 土師器 杯 （12�0） 3�0 5�0 ややೈ質 ᒵ色 灰ԫ׊色 回సφσ、φσ 回సφσ、ࢳ੾りޙ൘໨

214 ᶠc 4%23 土師器 杯 （13�8） 2�0 （7�6） ややೈ質 ᒵ色 灰ന色 回సφσ、φσ 回సφσ、൘໨ѹࠟ

215 ᶠc 4%23 ੨磁 ࿶ （15�0） 4�7 ࢒ － 質ߗ ଻土ɿ灰ന色 釉ɿ明੨灰色 回సφσ 回సφσ

216 ᶠc 4E6 土師器 皿 11�2 2�1 5�2 ややೈ質 灰ന色 灰ന色 回సφσ、φσ 回సφσ、ࢳ੾りޙφσ

217 ᶠc 4E6 土師器 皿 （11�2） 2�3 4�8 ややೈ質 灰ന色 灰ന色 回సφσ、φσ 回సφσ、ࢳ੾りޙφσ

218 ᶠc 4E6 土師器 皿 11�1 2�1 4�6 ややೈ質 灰ന色 灰ന色 回సφσ、φσ 回సφσ、ࢳ੾りޙ൘໨

219 ᶠc 4E6 土師質土器 ଍ು － 7�3 ࢒ － ややೈ質 にͿいԫᒵ色 にͿいԫᒵ色 Ϥコφσ φσ

220 ᶠc 4E6 瓦質土器 Ꭼു （29�8） 7�3 ࢒ － ややೈ質 灰色 ҉灰色 Ϥコφσ、Ϥコϋέ、φσ、6 条Ꭼ໨ Ϥコφσ、ΦαΤ

221 ᶠc 4E6 瓦質土器 Ꭼു － 3�1 ࢒ （12�0） ややೈ質 灰色 灰色 φσ、6 条Ꭼ໨ φσ、ΦαΤ、൘໨ѹࠟ

222 ᶠc 4E6 瓦質土器 ᙈ （49�6） 8�6 ࢒ － ややೈ質 灰色׊ 灰色׊ ണ落 Ϥコφσ

223 ᶠc 4E6 瓦質土器 ᖿᖻʁ （20�2） 3�4 （15�6） ややೈ質 灰ന色 灰ന色 φσ φσ、ΦαΤ

224 ᶠc 4E6 ੨磁 ࿶ － 3�4 ࢒ （9�2） 質ߗ ଻土ɿ灰ന色 釉ɿ灰Φリーϒ色 回సφσ 回సφσ
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ᶚɹ·ͱΊ

　今回࣮ࢪした東禅寺・黒山遺跡の発掘調査では、主に古代（平҆時代ޙ期）・中世（ࣨ町時代）の遺構・

遺物が֬ೝされた。遺構の中心となるのは掘立柱建物であり、その΄かに井戸、土坑、墓なͲが検出

され、古代・中世の集落構଄を஌るうえでいくͭかの成Ռが得られた。ޙ࠷に͜うした調査成Ռにͭ

いてまとΊ、今ޙの՝୊にͭいてड़΂ておきたい。

　古代（平҆時代ޙ期）の掘立柱建物は⁨地۠で多く検出されており、特にその南西෦で集中తに構

ஙされている。その中でも4#７、4#10と໋名した掘立柱建物は、床面積50㎡を超える規模をތり、

֤柱穴の間ִは約2�4̼で規ଇ性が高い。͜れらの建物は、その出土遺物から10世紀代を中心とする

時期の所࢈と考えられ、͜の年代は、周防鋳銭司の操業時期と符号する。Αって྆者の間に何らかの

関࿈を想定する͜とが可能であり、4#７から出土した߳࿍なͲから、官人૚の居宅であった可能性

もු্してくる。遺構に൐うものではないが⁨地۠では石銙が出土しており、্記の想定をิڧする

。料となろうࡐ

　աڈの調査においても、⁨地۠に北接するᶜ地۠で、平҆時代ޙ期の建物܈が多く検出されており、

金ໟ઒にۙい遺跡の西୺෦で、当֘期の掘立柱建物がີ集して構ஙされていた可能性が高くなったと

いえるͩろう。周防鋳銭司の࢙跡指定地にۙいΤリΞに͜うした建物܈がଘ在する͜とはڵຯਂいが、

周防鋳銭司のൺ定地にはҟ࿦もあり（大ྛɿ2003）、৻重なධՁがඞ要である。͜の΄かに஫໨され

るのは4T１とした土坑墓の検出で、土師器杯、皿とともに延喜通寳、๮状の金銅製品が֬ೝされた。

出土土器から൑அして10世紀ޙ൒代のものとਪ定されるが、ਪ定頭Ґํ޲が南東である͜とや、１基

のΈの検出である͜となͲ、特ҟな状گをͲのΑうにղऍす΂きか、ྨྫの૿Ճを଴って࠶検౼した

い。また、࡟平にΑりશܗをӐう͜とはできないが、49７とした遺構から土師器皿・杯がまとまっ

た状ଶで出土しており、墓もしくは地௟に関࿈するΑうな遺構の可能性がある。

　⁩地۠の掘立柱建物は、建物の௕࣠ํ޲を南北にҙࣝするものと、東西にҙࣝするもののೋ者があ

るものの、出土遺物からいͣれも中世ޙ൒期の所࢈と考えられる。たͩ、4#22は、ยኈが෇き、床

ଋ構଄と考えられる͜とや、規模や֤柱穴の大きさがଞの建物を্回っている͜とから、有ྗ者૚の

居ॅ建物であった可能性がある。また4#25も֤柱穴の大きさや、ࠜ石の࢒ଘ཰が高い఺なͲ、しっ

かりとした構଄をӐΘせる。͜の4#25の柱穴からはӬָ通寳が出土しており、建物の年代を15世紀

ॳ頭以߱にٻΊる͜とが可能である。

　さらに⁩地۠では4910としたෆ੔ܗのഇغ土坑も஫໨される。出土した土師器、須恵器は、その

型式ֶత特௃から̕世紀ޙ൒から10世紀前൒ࠒまでのものと考えられ、ྔతにまとまった資料である

と言える。また、Ӌ口や࿍นの出土はۙลで鋳଄が行Θれていた͜とをࣔࠦする。աڈの調査では、

西接するᶞ地۠で༹ղ࿍やՐ床࿍の可能性が指摘される遺構が検出されており、ຊ遺構の年代ともۙ

い。集落಺で小規模ながら、鋳଄׆ಈが行Θれていた͜とがӐえる。

ᶠc 地۠は、調査面積も小さく、遺構のີ集۠もݶ定されているが、ൺֱత小規模な掘立柱建物が２

棟ซଘし、ೲ԰のΑうな建物と井戸という૊Έ߹Θせが想定され、中世ޙ期における集落の基ຊ構成

をӐううえで貴重な事ྫといえる。また、中世๽書土師器皿の出土は、ա６ڈ次にٴͿ当֘地۠の調
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査ではݟられなかったものであり、༻్の໰୊なͲをؚΊ஫໨される成Ռである。

　また、遺構に൐うものではないが、縄文時代草創期の遺物である有舌尖頭器が出土した͜とも大き

な成Ռとして͛ڍられΑう。当遺跡の周ลでは、高ڮ৻ೋࢯにΑって有舌尖頭器が࠾集されており

（小南ɿ2000）、今回の出土で２ྫ໨となる。県಺で１遺跡２ྫ以্有舌尖頭器が出土した事ྫはなく、

͜の地が人ʑの׆ಈの෣୆として古くからར༻されていた͜とがӐえる。たͩ、ݱ状では当֘期の土

器や遺構がະͩ֬ೝできていない͜とから、居ॅ۠域というΑりもङྌεϖ－εとしてのۭ間であっ

たとධՁしておきたい。

　東禅寺・黒山遺跡は今ޙも発掘調査が༧定されているが、今年౓の調査で、։発事業ܭը地಺のશ

ମతな状گが΄΅೺ѲできるΑうになってきた。今ޙはաڈに࣮ࢪされた調査۠の成Ռを検౼し、掘

立柱建物の࠶構成や、出土遺物܈の編年࡞業౳を࣮ࢪしていくඞ要がある。͜うした࡞業を通じて、

周防鋳銭司との関࿈や、中世ޙ൒ஈ֊における村落構成のありかたなͲ、当遺跡がもͭҙٛを明らか

にする͜とができるͩろう。
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౦ષࣉɾࢁࠇҨ੻ग़౔ۚଐ੡඼ͷ෼ੳ

̍ɽ෼ੳର৅

　東禅寺・黒山遺跡出土の金属製品（古代銭・๮状銅製品・εϥά౳）（ਤ１、２、３）

̎ɽ෼ੳ಺༰

。9ઢ෼ੳを༻いて金属製品の定性成෼෼ੳを行ったޫܬ　

̏ɽثػ༺࢖

　ΤωϧΪー෼ࢄ型9ޫܬઢ෼ੳ（93'）૷置ʲ4**φϊςΫϊϩδー 4E"5230ʳ

を（9ઢޫܬ）有の9ઢݻૉにݩ料から์出される֤ࢼにࡍ料のඍ小ྖ域に9ઢをরࣹし、そのࢼ　

検出する͜とにΑりݩૉをಉ定する。ଌ定は、大ؾѹԼでП1�8 NNܘのコリϝータを༻い、45 L7の

؅ిѹで180ඵ間行った。/P�１のଌ定Օ所１-２のΈП0�1 NNܘのコリϝータを༻い、50 L7の؅ిѹ

で180ඵ間行った。なお、9ઢٿ؅はϞリϒσン（.P）である。

̐ɽ݁Ռͱ࡯ߟ

̐－１ɽ古代銭

　古代銭の93'݁ՌΑり、ද面ではమ	'F
、銅	$V
、ώૉ	"T
、ۜ 	"H
、Ԗ	1C
、ϏεϚε	#J
を、ഁ அ面（ଌ

定Օ所１-２）ではమ、銅、ώૉ、ϏεϚεを検出した（ද１、ਤ̐）。͜れら３఺の古代銭は、銅製

品であったと考えられる。　

̐－２ɽ๮状銅製品

　๮状銅製品の93'݁ՌΑり、金色෦෼ではమ、銅、ۜ、金、水ۜ、Ԗを、（҉）緑色෦෼ではమ、銅、

ώૉ、ۜ、金、Ԗを検出した（ද２、ਤ̑）。（҉）緑色෦෼とൺֱして金色෦෼でۜ、金と水ۜをڧ

く検出するたΊ、͜れら̐఺の๮状銅製品は金銅製品であったと考えられる。

̐－３ɽεϥά౳

　εϥά౳の93'݁ՌΑり、/P�̔-１と/P�̔-２ではమと銅とԖがڧく検出され、/P�̔-３では࿍น

に෇ணする緑色෦෼（̔-３-B）で銅をڧく検出した（ද３、ਤ６）。͜れら3఺のεϥά౳は原料ਫ਼製

時の銅ᕥや࿍であった可能性が考えられる。

財団法人ڵݩ寺文化財ڀݚ所　山ా୎司

෇ฤ

ਤ��ɹݹ୅મͷ93'ଌఆՕॴ（্ࠨਤɿ/P���ɺӈ্ਤɿ/P���ɺԼਤɿ/P���දཪ）
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ਤ��ɹ๮ঢ়ಔ੡඼ͷ93'ଌఆՕॴ（্からɿ/P��̐දཪɺ/P���ɾ/P���ɺ/P���）

ਤ̏ɹεϥά౳ͷ෼ੳՕॴ（্からɿ/P��̔�̍εϥάɺ/P��̔�̎εϥάදཪɺ/P��̔�̏࿍น）

8-2-a

8-2-b
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ද̍ɹݹ୅મͷ93'݁Ռ·ͱΊ

̯ ૉݩ ૉ名ݩ ϥΠン /P� 1-1
	DQT


/P� 1-2
	DQT


/P� 2-1
	DQT


/P� 3-1
	DQT


/P� 3-2
	DQT


̧̤̞
	LF7


26 'F మ ̠Ћ 208�5 6�470 45�419 51�69 45�23 6�23- 6�57
29 $V 銅 ̠Ћ 2101 460�2 1509 134�7 1991 7�86- 8�22
33 "T ώૉ ̠Ќ 13�35 0�744 73�80 92�06 28�24 11�52-11�93
47 "H ۜ ̠Ћ － － － 5�718 － 21�84-22�36
82 1C Ԗ ̡Ќ 185�0 － 449�2 873�9 318�5 12�42-12�84
83 #J ϏεϚε ̡Ќ 30�05 3�884 － － － 12�81-13�24

ද̏ɹεϥά౳ͷ93'݁Ռ·ͱΊ

̯ ૉݩ ૉ名ݩ ϥΠン /P� 8-1
-B 	DQT


/P� 8-1
-C 	DQT


/P� 8-2
-B 	DQT


/P� 8-2
-C 	DQT


/P� 8-3
-B 	DQT


/P� 8-3
-C 	DQT


̧̤̞
	LF7


20 $B Χϧシ΢Ϝ ̠Ћ 87�19 149�0 30�81 9�195 － 16�34 3�54- 3�84
22 TJ νタン ̠Ћ 16�63 17�18 7�781 19�83 － 32�98 4�35- 4�66
25 .O ϚンΨン ̠Ћ 47�67 88�98 23�98 10�88 － 35�83 5�73- 6�06
26 'F మ ̠Ћ 303�2 872�9 265�1 430�0 15�18 590�7 6�23- 6�57
29 $V 銅 ̠Ћ 406�2 251�3 432�3 179�0 2005 142�6 7�86- 8�22
33 "T ώૉ ̠Ќ － － － － － 40�15 11�52-11�93
38 4S ţŪƁƃŧřŷ ̠Ћ 37�16 54�38 18�80 23�71 － 36�29 13�92-14�36
82 1C Ԗ ̡Ќ 245�5 260�2 740�7 698�1 334�1 121�7 12�42-12�84

ද̎�̎ɹ๮ঢ়ಔ੡඼ͷ93'݁Ռ·ͱΊ̎

̯ ૉݩ ૉ名ݩ ϥΠン /P� 6-1
 	DQT


/P� 6-2
 	DQT


/P� 7-1
 	DQT


/P� 7-2
 	DQT


̧̤̞
	LF7


26 'F మ ̠Ћ 69�58 39�95 25�33 25�50 6�23- 6�57
29 $V 銅 ̠Ћ 1080 2170 2010 2314 7�86- 8�22
33 "T ώૉ ̠Ќ － － － － 11�52-11�93
47 "H ۜ ̠Ћ 75�72 20�97 42�56 38�02 21�84-22�36
79 "V 金 ̡Ќ 425�6 32�28 252�2 44�80 11�28-11�68
80 )H 水ۜ ̡Ќ 160�3 － 54�09 － 11�65-12�06
82 1C Ԗ ̡Ќ 56�07 7�706 32�41 39�76 12�42-12�84

ද̎�̍ɹ๮ঢ়ಔ੡඼ͷ93'݁Ռ·ͱΊ̍

̯ ૉݩ ૉ名ݩ ϥΠン /P� 4-1
	DQT


/P� 4-2
	DQT


/P� 5-1
 	DQT


/P� 5-2
 	DQT


̧̤̞
	LF7


26 'F మ ̠Ћ 66�38 53�80 41�78 25�33 6�23- 6�57
29 $V 銅 ̠Ћ 1574 2662 558�4 2340 7�86- 8�22
33 "T ώૉ ̠Ќ － 8�715 － － 11�52-11�93
47 "H ۜ ̠Ћ 29�71 － 38�14 25�62 21�84-22�36
79 "V 金 ̡Ќ 295�6 － 601�6 41�86 11�28-11�68
80 )H 水ۜ ̡Ќ 75�53 － 184�5 － 11�65-12�06
82 1C Ԗ ̡Ќ 38�67 36�25 174�9 8�957 12�42-12�84
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ਤ̐ɹݹ�୅મͷ93'εϖΫτϧ（্ࠨਤɿ/P��̍�̍ද໘ɺӈ্ਤɿ/P��̍�̎ഁஅ໘ɺ

ɹɹɹ�தਤɿ/P��̎�̍ද໘ɺࠨԼਤɿ/P��̏�̍ࠇ৭෦෼ɺӈԼਤɿ/P��̏�̎྘৭෦෼）
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ਤ̑ɹ๮ঢ়ಔ੡඼ͷ93'εϖΫτϧ

ɹ্ਤɿ/P��̐�̍ۚ৭෦෼

ɹɹɹɹ/P��̐�̎྘৭෦෼

ɹɹɹɹ/P��̑�̍ۚ৭෦෼

ɹதਤɿ/P��̑�̎҉྘৭෦෼

ɹɹɹɹ/P��̒�̍ۚ৭෦෼

ɹɹɹɹ/P��̒�̎҉྘৭෦෼

ɹԼਤɿ/P��̓�̍ۚ৭෦෼

ɹɹɹɹ/P��̓�̎҉྘৭෦෼
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ਤ̒ɹεϥά౳ͷ93'εϖΫτϧ（্ࠨਤɿ/P��̔�̍�B੺৭෦෼ɺӈ্ਤɿ/P��̔�̍�Cࠇ৭෦෼ɺ

ɹɹɹࠨதਤɿ/P��̔�̎�Bࠇ৭෦෼ɺӈதਤɿ/P��̔�̎�Cന৭෦෼ɺࠨԼਤɿ/P��̔�̏�B྘৭෦෼ɺ

ɹɹɹӈԼਤɿ/P��̔�̏�C׊৭෦෼）
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図　版





図版 1

調査区遠景（西から）



図版 2

調査区全景



図版 3

�地区全景



図版 4

�地区全景



図版 5

ⅩⅥ地区全景

�地区北東部掘立柱建物群 (南から）

SB4

SB3

SB1

SB2



図版 6

SB10

SB11

SB17

SB14

SB15
SB13

SB16

�地区南西部掘立柱建物群

SB8

SB7

SB9

SB12



図版 7

SB35

SB36

SB34

SB33

SB6 完掘状況 (南西から） SB25 完掘状況 (南東から）

SB27 完掘状況 (南西から） SB37 完掘状況 (北東から）

ⅩⅥ地区西半部掘立柱建物群 (東から）



図版 8

SP109 遺物出土状況 (西から） SP397 遺物出土状況 (南から）

SP428 礫出土状況 (西から） SP470 遺物出土状況 (東から）

SP574 遺物出土状況 (南から） SP613 遺物出土状況 (東から）

SP729 遺物出土状況 (北から） SP797 遺物出土状況 (南から）



図版 9

SK2 土層断面 (南から）

SK7 遺物出土状況 (西から）



図版 10

SK10 上部遺物出土状況 (南から） SK17 遺物出土状況 (北から）

SK21 礫出土状況 (南から） SK22 土層断面 (南から）

ST1 遺物出土状況① (西から）

ST1 遺物出土状況② (西から）

ST1 遺物出土状況③ (西から）



図版 11

SE1 土層断面 (東から） SE2 石組み検出状況 (北から）

SE3 土層断面 (北から） SE3 完掘状況 (北から）

SE4 完掘状況 (北東から） SE5 土層断面 (北から）

SE6 土層断面 (北から）SE5 完掘状況 (北から）



図版 12

SX1 土層断面 (南東から）

SX5 遺物出土状況 (西から）



図版 13

SX6 土層断面 (東から）

SX6 遺物出土状況① (東から）



図版 14

SX6 遺物出土状況② (南から）

SX6 遺物出土状況③ (東から） SX6 完掘状況 (南から）

SX7 遺物出土状況① (南から） SX7 遺物出土状況② (西から）



図版 15

SX10 遺物出土状況① (東から）

SX10 遺物出土状況② (東から）



図版 16

SX10 遺物出土状況③ (南から）

SX10 土層断面 (西から）

SX10 完掘状況 (東から）
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東禅寺・
黒山遺跡Ⅶ

集落跡 古　代

～

中　世

掘立柱建物 37 棟
溝状遺構 23 条
井戸 ６基
墓 １基
土坑 25 基
柱穴 約 1,900 個

土師器
須恵器
土師質土器
瓦質土器
黒色土器
緑釉陶器
灰釉陶器
磁器
石器・石製品
土製品
金属製品

要 約

　東禅寺・黒山遺跡は、主として古代から中世にかけて営まれた集落遺跡である。今回の発掘調
査でも、隣接する周防鋳銭司の操業時期と符号する 10 世紀代を中心とする掘立柱建物が多数検出
されたが、中でも床面積 50㎡を超える２棟の大型建物は、その規模と出土遺物から官人の居宅で
あった可能性も指摘できる。また、土師器杯、皿、金銅製品とともに延喜通寳が副葬された土坑
墓は、周防鋳銭司と何らかの関係があった人物の墓と想定できる。
  さらに、今回の調査では縄文時代草創期の有舌尖頭器が出土しており、周防鋳銭司設置以前の
当地域を考えるうえで、貴重な資料を得たと言える。
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